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人 の う ご き

　山川高校では、新鮮な野菜や花苗を販売する「花
野果市場」を開いています。６月17日、同校の活性
化に取り組む同窓会会長の大保三郎さん（小川西）
ら６人も協力出品し、生徒らが授業で育てたキュウ
リなどと一緒に共同販売。開店から多くの買い物客
でにぎわい、生徒らは笑顔で対応していました。

学 校活性化の一助に
山川高校の花野果市場

今月の表紙
携帯電話から市の
ホームページにア
クセスできます。

総人口　43,342 人　 （－  12）
　男　　19,741 人　 （－　 2）
　女　　23,601 人　 （－  10）
世帯数　19,240 戸　 （＋  12）

税の種類 期　　別
市 県 民 税 ２期
国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

２期

口 座 振 替 日 ８月26日（月）
納付書での納期限 ９月２日（月）

　 水道工事当番店

　 今月の税金は？

問い合わせ先
　税務課収納対策室納税係
　☎㉒2111（内線234）

指宿地域
７月29日～８月４日 ㈲指宿徳永組 ☎㉒4091
　　　　　　　　　 　（夜・休☎㉓2190）
　　５日～11日 ㈱出口組　　 ☎㉖2105
　　　　　　　　　 　（夜・休☎㉖2165）
　　12日  ㈱九水　　　 ☎㉕5773
　　　　　　　　　　　   （夜☎㉒6603）
　　13日  ㈱後迫組　　 ☎㉕3111
　　14日  ㈱指宿徳永組 ☎㉒4091
　　　　　　　　　 　（夜・休☎㉓2190）
　　15日  ㈲和田水道　 ☎㉒4522
　　16日～18日 ㈱九水　　　 ☎㉕5773
　　　　　　　　　 　（夜・休☎㉒6603）
　　19日～25日 中川水道㈲　 ☎㉕2706
　　26日～９月１日 ㈱岩野建設　 ☎㉓3302
　　　　　　　　　 　（夜・休☎㉔3538）
　　２日～８日 中村設備　　 ☎㉒3013

山川地域
８月  ㈱藏薗組　　 ☎352231
９月  ㈱市山組　　 ☎359321

開聞地域 
８月  ㈱丸新建設　 ☎322227
９月  ㈲中村組　　 ☎322228

※水道工事に関する当番店です。下水やトイレの
詰まり等は、なじみの工事店にお願いしてくだ
さい。また、宅地内の漏水についてもできるだ
け設置業者へ修理依頼をお願いします。

日曜・祝日当番医（在宅時間８時～18時）
【外科：青色　 内科：緑色】
○かかりつけ医が不在のときは、当番医を利用してください。

24時間体制で緊急時の
当番医を紹介します。

当番医
テレホン
サービス

項目 医療機関名（診療科） 電話番号月日

８月４日
（日）

【外科】指宿医療センター
　　　　（旧国立病院機構指宿病院）
【内科】外村クリニック（※）

☎㉒2231

☎㉔3770

８月11日
（日）

【外科】指宿脳神経外科
【内科】肥後病院（※）

☎㉗1177
☎㉒4148

８月18日
（日）

【外科】長野整形外科クリニック
【内科】指宿おおしげ内科（※）

☎㉓3291
☎㉓0788

８月25日
（日）

【外科】今林整形外科病院
【内科】丸山クリニック（※）

☎㉒2710
☎350101

９月１日
（日）

【外科】指宿医療センター
【内科】南記念クリニック（※）

☎㉒2231
☎㉓3730

項目 薬局名 電話番号月日
８月４日
（日） 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343

８月11日
（日） なのはな薬局 ☎㉔1111

８月18日
（日） 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343

８月25日
（日） 南九州薬局指宿店 ☎㉓4689

９月１日
（日）

指宿薬剤師会薬局
ゆのさと薬局

☎㉒6343
☎㉒6771

項目
歯科医療機関名 電話番号

月日
８月13日（火） 浜田歯科医院 ☎325353

８月14日（水） 平田歯科医院 ☎352150

８月15日（木） なかはら歯科医院 ☎㉓2920

日曜・祝日薬局（開局時間９時～18時）

（※）印が付いている医療機関では、日曜・祝日の当番日に健康 
  診査が受診できます（事前に申し込んでください）。

※かかりつけ歯科医が不在のときは、当番歯科医を利用してください。
※通常の日曜・祝日は、かかりつけ歯科医もしくは県歯科医師会館
　口腔保健センター（☎099-223-0378）を利用してください。

長期休日当番歯科医（診療時間９時～12時）
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気
象
庁
で
は
、
東
日
本
大
震
災

の
時
に
も
大
津
波
警
報
な
ど
を
発

表
し
ま
し
た
が
、
必
ず
し
も
住
民

の
迅
速
な
避
難
に
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の

警
報
を
は
る
か
に
超
え
る
災
害
が

予
想
さ
れ
る
場
合
に
「
特
別
警
報
」

を
発
表
し
ま
す
。

　

特
別
警
報
は
、
大
雨
、
暴
風
、

高
潮
、
波
浪
、
大
雪
、
暴
風
雪
の

６
種
類
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

屋
外
の
状
況
や
避
難
指
示
・
勧

告
な
ど
に
留
意
し
、
避
難
所
へ
移

動
す
る
か
、
家
の
中
の
安
全
な
場

所
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

　

鹿
児
島
県
内
に
は
、
毎
年
の
よ

う
に
台
風
が
接
近
し
た
り
集
中
豪

雨
な
ど
が
起
こ
っ
た
り
し
て
、
災

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

雨
が
降
り
続
く
と
、
河
川
の
氾

濫
や
道
路
の
冠
水
、
土
砂
崩
れ
、

が
け
崩
れ
な
ど
に
よ
る
大
き
な
被

害
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
万
全

な
対
策
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

気
象
庁
か
ら
発
表
さ
れ
る
注
意

報
や
警
報
な
ど
を
、
ラ
ジ
オ
や
携

帯
電
話
な
ど
を
使
っ
て
把
握
し
ま

し
ょ
う
。
川
の
水
位
や
が
け
の
亀

裂
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
台
風
が
接
近
し
た
り
、

大
雨
が
降
り
始
め
た
り
し
て
か
ら

様
子
を
見
に
行
く
の
は
危
険
で
す

の
で
、
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

　

海
の
付
近
で
は
、
満
潮
時
刻
も

調
べ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

消
防
署
や
市
役
所
な
ど
か
ら
の

警
報
に
も
十
分
注
意
し
、
避
難
の

勧
告
な
ど
が
出
た
ら
、
指
示
に
従

っ
て
速
や
か
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

※
避
難
す
る
場
合
は
、
避
難
施
設

　

が
開
設
さ
れ
て
い
る
か
事
前
に

　

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

台
風
や
集
中
豪
雨
に
備
え
て

注
意
報
や
警
報
に
注
意

大
切
な
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え

６
種
類
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

屋
外
の
状
況
や
避
難
指
示
・
勧

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た
ら

災害情報に注意を災害情報に注意を災害情報に注意を
災害への備えと心構え

　

気
象
庁
や
市
で
は
、
災
害
の
発

生
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
携
帯
電

話
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
含
む
）

を
利
用
し
た
、
災
害
・
避
難
情
報

を
ド
コ
モ
、
ａ
ｕ
、
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
の
「
緊
急
速
報
メ
ー
ル
」
に
よ

り
配
信
し
て
い
ま
す
。

■
緊
急
速
報
メ
ー
ル
と
は

○
緊
急
地
震
速
報
や
津
波
情
報
、

災
害
・
避
難
情
報
を
配
信
す
る

　

携
帯
電
話
向
け
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

○
対
象
エ
リ
ア
に
設
置
さ
れ
た
ア

ン
テ
ナ
か
ら
、
電
波
の
受
信
が

可
能
な
携
帯
電
話
へ
自
動
的
に

メ
ー
ル
が
配
信
さ
れ
ま
す
。

○
事
前
登
録
は
不
要
で
、
通
信
料

な
ど
も
無
料
で
す
。

○
対
応
機
種
や
操
作
・
設
定
方
法

等
は
、
各
携
帯
電
話
会
社
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
災
害
時
に
対
す
る
理

解
を
深
め
、
万
が
一
の
場
合
に
役

立
つ
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
掲
載
し

た
「
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を

作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

は
、
災
害
時
の
行
動
や
避
難
所
の

一
覧
、
危
険
箇
所
な
ど
緊
急
時
に

役
に
立
つ
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
一
度
、
自
分
が
住
ん
で
い
る

地
域
の
危
険
箇
所
や
避
難
所
な
ど

を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

○
危
機
管
理
課
安
全
安
心
対
策
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
５
２
）

○
山
川
庁
舎
地
域
振
興
課
総
務
係

　

☎
34
１
１
１
１
（
内
線
１
２
３
）

○
開
聞
庁
舎
地
域
振
興
課
総
務
係

　

☎
32
３
１
１
１
（
内
線
２
２
１
）

○
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス（
降
雨
量
）

　

☎
㉒
２
８
４
０

緊急速報メール

　災害に備えて、３日分程度の食料
や飲料水、携帯ラジオ、
懐中電灯など用意
しておきましょう。

非常持出品を用意しよう 訓練や研修に参加しよう
　地域や市などが行う訓練・研修に
積極的に参加して、防災に関する知
識を習得しましょう。

　災害時の役割分担、避難場所、連
絡方法などを事前に話し合って決め
ておきましょう。

家族で話し合おう家族で話し合おう

救助者を担架で運ぶ消防団（昨年の救急防災訓練の様子）

　

県
内
で
起
こ
っ
た
過
去
の
事
例

で
は
、「
平
成
５
年
８
月
豪
雨
（
８
・

６
水
害
）」や
「
平
成
18
年
７
月
豪

雨
（
鹿
児
島
県
北
部
豪
雨
）」な
ど

が
該
当
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
気
象
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.jm
a.go.jp/jm

a/k
ishou/know

/tokubetsu-keiho
/index.htm

l

問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

　

☎
０
９
９

－

２
５
０

－

９
９
１
９

　

気
象
庁
で
は
、
東
日
本
大
震
災

８
月
30
日
か
ら
運
用
開
始

緊急な情報を
いち早く届ける

特
別
警
報
の
発
表
を
開
始
し
ま
す

　

県
内
で
起
こ
っ
た
過
去
の
事
例

過
去
の
事
例
で
は

　

私
た
ち
の
日
常
生
活
に
、
台
風

や
豪
雨
な
ど
の
悪
天
候
が
襲
い
掛

か
る
と
、
人
命
を
含
め
て
深
刻
な

被
害
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
激
し
い
豪
雨
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
土
砂
災
害
は
、

犠
牲
と
な
る
人
が
多
く
、
自
然
災

害
に
よ
る
犠
牲
者
の
半
数
近
く
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
た
め
に
、
日
ご
ろ
か
ら

備
え
と
対
策
が
必
要
で
す
。
い
ざ

と
い
う
時
に
備
え
て
自
宅
周
辺
の

危
険
箇
所
を
確
認
し
、
避
難
所
ま

で
の
経
路
や
適
切
な
避
難
場
所
等

を
家
族
や
地
域
で
話
し
合
っ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
非
常
持
ち
出
し
品
や
備

蓄
品
な
ど
を
準
備
し
て
お
く
こ
と

も
大
切
で
す
。

対象エリアに一斉配信
メールが届きます

地震・
津波
発生

災害
発生

自動配信
緊急地震速報・津波警報

災害・避難情報

▲気象庁

ドコモ、ａｕ、ソフト
バンクがメッセージを
配信処理

▲国・指宿市

や飲料水、携帯ラジオ、
懐中電灯など用意
しておきましょう。

防
災
ハ
ザ
�
ド
マ
�
プ
を

活
用
し
よ
う

■大雨特別警報のイメージ

※降水量が警報の基準を大きく超える
　ような大雨

0:00 12:00 0:00 12:00

特
別
警
報

警
報

降
水
量

時間

大雨特別警報を
発表※

大雨警報を
発表

今和泉小の地震・津波訓練

災害への備えと心構え
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市職員等の採用試験

職種 ・ 試 験 学歴区 分・ 受験 資格等

※受験申し込みは、１職種に限ります（他の職種との重複受験不可）。
※受験申込書提出後の職種変更は認めません。
※最終学歴（卒業見込みを含む）以外での受験はできません（例：大卒者や大学在学中の人は、短
大卒区分および高卒区分での受験は不可）。

職　　種 採用
人員

試験学歴
区　　分 受　験　資　格

一般行政職
（一般事務職） 若干名

大学卒業 　昭和59年４月２日から平成４年４月１日までに生まれた人

短大卒業 　昭和59年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた人

高校卒業 　昭和59年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた人

一般行政職
（土木技術事務職） 若干名

大学卒業 　昭和59年４月２日から平成４年４月１日までに生まれた人で、土木技術の
専門課程を修了した人または平成26年３月までに履修見込みの人

短大卒業 　昭和59年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた人で、土木技術の
専門課程を修了した人または平成26年３月までに履修見込みの人

高校卒業 　昭和59年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた人で、土木技術の
専門課程を修了した人または平成26年３月までに履修見込みの人

一般行政職
（農業技術事務職） 若干名

大学卒業 　昭和59年４月２日から平成４年４月１日までに生まれた人で、農業技術の
専門課程を修了した人または平成26年３月までに履修見込みの人

短大卒業 　昭和59年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた人で、農業技術の
専門課程を修了した人または平成26年３月までに履修見込みの人

高校卒業 　昭和59年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた人で、農業技術の
専門課程を修了した人または平成26年３月までに履修見込みの人

職　　種 採用
人員

試験学歴
区　　分 受　験　資　格

消防士
（消防職） 若干名

大学卒業 　平成元年４月２日から平成４年４月１日までに生まれた人

短大卒業 　平成元年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた人

高校卒業 　平成元年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた人

消防士
（救急救命士） 若干名

大学卒業 　平成元年４月２日から平成４年４月１日までに生まれた人で、救急救命士
の専門課程を修了した人または平成26年３月までに履修見込みの人

短大卒業 　平成元年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた人で、救急救命士
の専門課程を修了した人または平成26年３月までに履修見込みの人

高校卒業 　平成元年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた人で、救急救命士
の専門課程を修了した人または平成26年３月までに履修見込みの人

指宿市職員

受
験
申
込
書
の
請
求

直
接
受
け
取
り
に
来
る
か
、
郵
便
請
求

の
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
受
験
申
込

書
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
１
２
０
円
切

手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒

（
角
形
２
号
）
を
同
封
の
上
、
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。な
お
、受
験
申
込
書
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.ibusuki.lg.jp

申
込
受
付
期
間
お
よ
び
申
込
方
法

８
月
１
日（
木
）〜
16
日（
金
）の
土
・
日

を
除
き
、
直
接
持
参
ま
た
は
郵
送
（
８

月
16
日
の
消
印
有
効
）
で
提
出

第
１
次
試
験

　

期
日　

９
月
22
日（
日
） 

　

場
所　

指
宿
市
役
所
指
宿
庁
舎
３
階
大

　
　
　
　

会
議
室

※
受
験
者
数
が
多
数
の
場
合
は
、
会
場
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

第
２
次
試
験

　

期
日　

10
月
27
日（
日
）（
予
定
）

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

資
料
請
求
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
１

－

０
４
９
７

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

指
宿
市
総
務
課
人
事
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
１
５
）

共に頑張りましょう
～先輩からのメッセージ～

危機管理課　井手　康博
（平成 25年採用）

　私が所属する危機管理課で
は、防犯対策や、災害時の対
処などを行っています。火災
や山岳救助など、危機管理課
にいなければ経験することの
できない業務も多くあります。
また、災害時などに500人余り
の市消防団員が迅速に行動で
きるようにサポートすることも大事な仕事の一つです。
緊張感と責任のある職場ですが、優しい先輩方と毎日楽
しく仕事をしています。皆さんと一緒に指宿を守ってい
ける日を楽しみにしています。

観光課　鐘撞　至
（平成25年採用）

　私が所属する観光課では、イ
ベントの運営や観光客の呼び込
みなどを行っています。観光地
「指宿」という大きな看板を背
負う責任感と、観光資源が豊富
な指宿で働ける喜びを実感して
います。私は、多くの人に指宿
の魅力を知っていただけるよう

フェイスブックなどを通じて全国へ情報を発信していま
す。観光客や市民の皆さんが、笑顔になれるまちを目指
して、一緒に働ける日を楽しみにしています。

土木課　東　拓磨
（平成25年採用）

　私が所属する土木課では、皆
さんが普段通行している道路や
河川の改良、維持などを行って
います。土木の仕事は、市民が
安全・安心に暮らせるまちをつ
くるため、自分でイメージし、
それを形にする魅力的で責任あ
る仕事です。これまで先輩方が
設計してきた道路などの話を聞くと、憧れを感じます。
未熟な私は、勉強の毎日ですが、先輩たちのような技術
者になりたいと思っています。より良い指宿像を共に描
いて、形にできるよう一緒に頑張りましょう。

長寿介護課　東畑　佳祐
（平成25年採用）

　私が所属する長寿介護課では、
高齢者の生活を支える業務を行
っています。私は、介護保険の
利用者や医療・福祉施設の人と
連絡を取り合い、介護認定の申
請から結果を通知する事務を行
っています。自分の仕事が、福
祉の支えを必要としている高齢

者や、その家族の役に立つことができると思うと、とて
もやりがいを感じます。皆さんも、高齢者が安心して暮
らせる指宿市をつくるために、市役所の一員として働い
てみませんか。

地域福祉課　中村　亜耶　
（平成25年採用）

　私が所属する地域福祉課では、
障害者やひとり親家庭などの皆
さんをさまざまな面から支援す
る業務を行っています。今年の
３月に指宿商業高校を卒業した
ばかりで、社会人として未熟な
面もありますが、仕事を通して
多くの知識を身に付け、少しず
つ成長したいと思います。また、ボランティア活動を通
じて多くの市民と交流でき、人と人とのつながりの大切
さを感じます。皆さんも指宿市の職員として、一緒に楽
しく仕事を頑張ってみませんか。

指宿南九州消防組合職員

　市は、将来都市像として目指す「豊かな資源が織り
なす食と健康のまち」の実現に向けて、まちづくりを
進めています。市民・事業者・行政の協働のもと、誰
もが豊かで住みやすく、より良いまちづくりの推進の
ために、ともに知恵を絞り、汗を流しませんか。
　指宿の未来を描き、熱い情熱を持ちながら、まちづ
くりに挑戦し続ける職員を募集します。

4広報いぶすき　８月号2013.８　No.92ⅠBUSUKⅠ5



  　　　　　　　　　　

オクラのタルトフランべ

今月のレシピ紹介者
ミル・フォア・メルシ
道下克雄さん（右上）

　

こ
の
よ
う
に
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
て
い
く
た
め
、
昭
和
58
年
に
Ｊ
Ａ

い
ぶ
す
き
観
葉
植
物
部
会
を
発
足
し
、
よ

り
組
織
的
な
生
産
流
通
体
制
の
構
築
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
私
は
、
平
成
20
年
か
ら

同
部
会
長
を
務
め
、
体
制
づ
く
り
の
一
角

を
担
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
グ
リ

ー
ン
フ
ァ
ー
ム
の
関
係
者
を
は
じ
め
、
こ

れ
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
人
々
に
心

か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
天
然
砂
む
し
温
泉
を
は
じ
め
、

豊
富
に
湧
出
す
る
温
泉
に
恵
ま
れ
た
、
九

州
を
代
表
す
る
観
光
地
で
す
。

　

市
内
で
は
、
そ
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
利
用
し
て
い
ま
す
。
観

葉
植
物
も
、
ほ
と
ん
ど
の
施
設
で
温
泉
熱

を
利
用
し
、
生
産
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
販
路
拡
大
や
産
地
育
成
の
た
め

に
、
観
光
や
資
源
と
い
っ
た
産
地
の
魅
力

も
一
緒
に
売
り
込
ん
で
い
く
べ
き
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
そ
う
い
っ
た
産
業

間
の
垣
根
を
超
え
た
取
り
組
み
も
進
め
て

い
ま
す
。

　

観
葉
植
物
生
産
者
と
し
て
、
地
域
振
興

や
産
業
振
興
を
考
え
た
と
き
、
１
次
産
業

は
ま
ち
づ
く
り
の
根
っ
こ
を
作
る
産
業
だ

と
思
い
ま
す
。
私
は
、
地
域
発
展
の
根
っ

こ
の
部
分
を
担
っ
て
い
る
こ
と
に
誇
り
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
与
え
ら
れ
た
立
場
の
中
で
、

大
き
な
視
点
に
立
ち
、
地
域
一
体
と
な
っ

て
地
域
振
興
や
産
業
振
興
に
精
一
杯
取
り

組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

①生地の材料を大きめのボウルに入
れ、混ぜてこねる。ラップをかけ、
暖かい場所で２倍に発酵させて２
～３㎜の厚さにのばす。

②ソースの材料をボウルに入れて、
よく混ぜ合わせる。

③タマネギ、オクラは適度な大きさ
にスライスし、ベーコンは１㎝幅
に切る。

④①に②を塗り、その上にタマネギ、
ベーコン、オクラ、ブラックオリ
ーブ、とろけるチーズの順にのせ
て、200℃のオーブンで20分焼く。

生地
■強力粉　　　　125g 
■塩　　　　１つまみ
■オリーブ油　　25㎖
■ドライイースト　2g
■水　　　　　約75㎖
ソース
■ヨーグルト　　350g
■牛乳　 　　大さじ１
■塩　小さじ４分の１
具材
■タマネギ、オクラ、ベー
　コン、ブラックオリーブ、
　とろけるチーズ　適量

概　
　
　
　
　
　
　

要

　観葉植物は葉の美しさを観賞す
る植物で、ベンジャミンやゴムの
木、ポトス、パキラなどが有名で
す。主に鉢植えにして室内で鑑賞
しますが、庭木として鑑賞するも
のや、花や実を付けるものもあり
ます。
　さまざまな種類の植物が観葉植
物として流通しており、サイズも
手のひらに収まるくらい小さいも
のから、人の背丈を超すようなも
のまであります。また、観葉植物
の多くは、フィトンチッドを放出
するなど、癒しや疲労回復などの
効果もあります。

生
産
量

生産量　約1,643千鉢/年
（平成23年度）

主
な
品
種

アレカヤシ、トネリコ、オーガ
スタ、棕

しゅ ろ ち く

櫚竹、カンノンチク、
モンステラ、パキラなど

主　
　

産　
　

地

その他
28%

愛知
30%

鹿児島
27%

静岡
6%

三重
4%

福岡
3%

岐阜
2%

作り方 材料（６人分）

おすすめ

レシピ旬

（１人分）　エネルギー　326Kcal　　塩分相当量　 1.0g
問い合わせ先　農政課農政係　☎㉒2111（内線711）

栽
培
面
積

市栽培面積　約59.3ha
市生産農家　約180戸

（平成23年度）

　

本
市
で
は
、
国
道
、
県
道
沿
い
の
至
る

と
こ
ろ
に
ビ
ロ
ウ
や
カ
ナ
リ
ー
ヤ
シ
と
い

っ
た
熱
帯
植
物
な
ど
が
植
栽
さ
れ
る
な
ど
、

市
全
域
で
南
国
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
て
い

ま
す
。

　

本
市
の
観
葉
植
物
栽
培
の
歴
史
は
古
く
、

鹿
児
島
大
学
農
学
部
指
宿
植
物
試
験
場
の

支
援
を
受
け
な
が
ら
、
現
在
に
至
る
ま
で

大
学
や
農
家
、
県
、
市
、
Ｊ
Ａ
な
ど
が
一

体
と
な
っ
て
、
産
地
発
展
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

私
は
、
20
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
こ
ろ

観
葉
植
物
を
生
産
・
販
売
す
る
農
園
で
ア

ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
経
験
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
事
業

と
し
て
の
将
来
性
と
観
葉
植
物
栽
培
の
楽

し
さ
を
知
り
、
自
ら
経
営
し
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
芽
生
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
ノ
ウ
ハ

ウ
を
知
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
観
葉

植
物
栽
培
の
先
進
地
で
あ
る
愛
知
県
豊
橋

市
の
農
園
で
研
修
を
受
け
、
栽
培
技
術
や

経
営
術
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
こ
ろ
指
宿
で
は
、
生
産
者
ら
が
農

事
組
合
法
人
「
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
指
宿

生
産
組
合
」
を
立
ち
上
げ
、
大
規
模
な
観

葉
植
物
団
地
の
建
設
を
目
指
し
て
い
ま
し

た
。
そ
う
い
っ
た
動
き
の
中
、
私
の
情
熱

を
見
聞
き
し
た
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
の
関

係
者
ら
が
、
当
時
ま
だ
22
歳
だ
っ
た
私
を

メ
ン
バ
ー
と
し
て
迎
え
入
れ
、
指
宿
で
の

事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

観
葉
植
物
の
販
路
開
拓
は
、
昭
和
30
年

代
に
福
岡
市
で
の
展
示
即
売
会
か
ら
始
ま

り
、
現
在
は
関
東
、
中
京
、
関
西
の
大
都

市
を
中
心
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

当
初
は
、
オ
フ
ィ
ス
や
ホ
テ
ル
な
ど
の

業
務
用
と
し
て
ヤ
シ
類
の
リ
ー
ス
が
中
心

で
し
た
が
、
観
葉
植
物
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

は
、
時
代
と
共
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
ま
で
陶
器
の
鉢
で
出
荷
さ

れ
て
い
た
観
葉
植
物
が
軽
く
て
お
し
ゃ
れ

な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
鉢
へ
と
ニ
ー
ズ
が

変
わ
り
、
ギ
フ
ト
用
と
し
て
の
需
要
が
拡

大
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
で
よ
り
収
益
を

得
や
す
い
状
況
と
な
り
、
グ
リ
ー
ン
フ
ァ

ー
ム
は
も
ち
ろ
ん
、
私
自
身
も
農
園
経
営

を
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
現
在
は
、
個
々
の
農
家
が
全
て

の
ニ
ー
ズ
を
賄
う
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
が
特
色
の
あ
る
生
産
を
行
い
、
販
売
を

伸
ば
す
こ
と
で
総
合
力
の
あ
る
産
地
の
確

立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
量
販
店
な
ど
で
一
般
消
費
者

向
け
商
品
の
需
要
が
増
え
、
現
在
で
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
も
拡
大
し
て
き
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
高
級
品
の
需
要
も
根

強
く
あ
り
ま
す
。

下温湯　正弘さん　　地区：北十町

指宿の　　り彩
観  葉  植  物

総
合
力
の
あ
る

　
　
　
　
産
地
を
確
立

私たちのふるさとは、四季折々の野菜をはじめ、豊かな
資源に恵まれた「食」と「健康」のまちです。
ここでは、ふるさとが育む「彩り」と、それらを支える
産地の思いを紹介します。
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■粒子線治療の４つの特徴

メディポリス指宿の
がん粒子線治療とは？

粒子線治療のメリットについて 粒子線で治療できる臓器について

①治療開始前に治療日数が確定（予定が立てやすい）
②仕事や日常生活を続けながら、外来での治療が可能
③高齢者や基礎疾患を持っている人にも優しい治療
④治療後の社会復帰が容易

　粒子線は従来の放射線とは異なり、粒子線
が止まる位置でエネルギーが最大になるとい
う物理的特長があります。そのため、体の中
のがん病巣のみを狙い撃ちできるので、周り
の正常組織への影響を最小限に抑えることが
可能です。
　治療中は、痛みや熱など何も感じることは
ありません。

　がんは、患者だけでなく家族にとってもつらい病気
です。一般的に入院して治療を受ける患者は、家族と
離れての生活になります。メディポリスがん粒子線治
療研究センターでは、敷地内にある宿泊施設や運動施
設の連携で、家族も一緒に滞在することが可能です。
のんびりとくつろぎながら豊かな気持ちで家族と滞在
し、励ましを受けながら治療する新しいスタイルの医
療施設です。

　普段の生活を続けながら治療が可能です。また、自宅
から通院して治療することも可能です。
　もちろん、遠方の人であっても週末には、自宅に戻っ
て、家族と一緒に過ごすことができます。
　仕事をお持ちの人であれば、午前中に治療を行い、午
後から仕事に就かれる人もいます。
　身体への負担が少ない粒子線治療だからこそ、日常生
活への影響を最小限に抑えたがん治療が可能です。

　粒子線治療は、正常組織にダメージを及ぼすことなく、
また、患者に苦痛を与えることなく、がんだけをピンポ
イントで狙い撃ちできます。頭頸部、肺、肝臓、膵臓、
腎臓、前立腺などのがんに対して有効です。
　ただし、胃や十二指腸、大腸などの消化管および、こ
れら消化管と接している卵巣などの臓器、膀胱などは対
象外となります。
　メディポリスにおいては、2011年４月の開業より前
立腺や肺、肝臓がんなどの患者705人に対して治療を行
っています。

ぼう　こう

2013年７月11日現在

120
99
57

すい　ぞう

けい

4
290
98

37

705

「治療を希望される患者さんへ」ページの患部別の
お問い合わせフォームへお進みください。

　
介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢
者
が
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
な
っ
て
も
、

自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、
社
会
全
体
で
支
え
合
う
制
度
で
す
。

歳
出
の
状
況
（
グ
ラ
フ
２
）

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
は
、
１
割
が
自
己

負
担
で
残
り
９
割
を
介
護
保
険
料
等
で
賄

っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
介
護
保
険
給
付
費
は
、

39
億
３
，７
０
４
万
円
（
前
年
度
比
５
・
２

％
の
伸
び
）
と
な
っ
て
お
り
、
通
所
介
護

や
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
地
域
密

着
型
介
護
な
ど
の
給
付
で
歳
出
全
体
の
95
・

１
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

地
域
支
援
事
業
費
は
、
介
護
予
防
の
た

め
の
事
業
や
地
域
自
立
生
活
支
援
事
業
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

総
務
費
は
、
保
険
料
の
徴
収
に
掛
か
る

事
務
費
、
介
護
認
定
審
査
会
な
ど
の
経
費

で
す
。
ま
た
、
介
護
保
険
給
付
費
な
ど
の

増
加
に
備
え
て
積
み
立
て
る
基
金
積
立
金

や
、
23
年
度
の
国
庫
・
県
支
出
金
の
精
算

に
伴
う
返
還
金
を
諸
支
出
金
で
計
上
し
て

い
ま
す
。

基
金
積
立
と
環
境
整
備

　

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
１
億
１
，

９
６
１
万
円
の
う
ち
５
，９
６
１
万
円
が

国
庫
・
県
支
出
金
等
の
精
算
分
に
充
て
ら

れ
、
残
り
の
６
，０
０
０
万
円
は
25
年
度
の

介
護
給
付
費
等
に
備
え
て
基
金
へ
積
み
立

て
ら
れ
ま
す
。

　

超
高
齢
社
会
の
進
展
に
伴
う
介
護
環
境

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
事
業
計

画
に
基
づ
い
た
介
護
施
設
の
整
備
を
行
っ

て
お
り
、
24
年
度
も
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
事
業
所
（
１
施
設
）
を
整
備
し
ま

し
た
。

　

住
み
慣
れ
た
環
境
の
中
で
、
生
き
生
き

と
し
た
高
齢
期
を
過
ご
せ
る
よ
う
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
適
正
な
利
用
と
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
介
護
予
防
事
業

に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
介
護
課
介
護
保
険
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
５
４
）

歳
入
の
状
況
（
グ
ラ
フ
１
）

　

平
成
24
年
度
の
歳
入
総
額
は
、
42
億
６
，

０
３
０
万
円
で
、
こ
の
う
ち
、
65
歳
以
上

の
人
（
第
１
号
被
保
険
者
）
が
納
め
た
介

護
保
険
料
は
、
歳
入
全
体
の
15
・
５
％
を

占
め
る
６
億
６
，０
５
３
万
円
で
す
（
収
納

率
97
・
55
％
）。ま
た
、
40
〜
64
歳
の
人
（
第

２
号
被
保
険
者
）
が
納
め
た
介
護
保
険
料

（
支
払
基
金
交
付
金
）
は
、
27
・
２
％
を

占
め
る
11
億
５
，７
８
６
万
円
で
す
。

　

第
１
号
・
第
２
号
被
保
険
者
の
介
護
保

険
料
を
合
わ
せ
る
と
18
億
１
，８
３
９
万
円

で
、
歳
入
全
体
の
42
・
７
％
を
占
め
、
歳

入
を
支
え
る
大
き
な
柱
に
な
っ
て
い
ま
す
。

介護保険給付費の主な内訳（平成24年度）

市総人口 ４３,９９８人

65歳未満 ２９,７３９人

65～74歳 ５,９４３人

75歳以上 ８,３１６人

高齢者数
（65歳以上） １４,２５９人

高齢化率 32.4％

人口（平成25年３月末現在）

（住民基本台帳による人口）

介護認定者
認定者内訳

40～64歳 65～74歳 75歳以上
要支援１ ３８２人 ５人 ４１人 ３３６人
要支援２ ３６８人 １３人 ２５人 ３３０人
要介護１ ５０８人 １４人 ３０人 ４６４人
要介護２ ４２３人 １６人 ３６人 ３７１人
要介護３ ３３７人 １１人 ２８人 ２９８人
要介護４ ４１５人 １０人 ３１人 ３７４人
要介護５ ３９４人 ８人 ２８人 ３５８人
合　　計 ２,８２７人 ７７人 ２１９人 ２,５３１人
認　定　率 １９.７％

サービスの種類 年間給付額 月平均利用者

介護老人保健施設 7億4,756万円 234人

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム） 6億5,117万円 220人

通所リハビリテーション（デイケア） 5億2,279万円 588人

地域密着型認知症対応型共同
生活介護（グループホーム） 4億4,898万円 553人

通所介護（デイサービス） 4億2,605万円 147人

訪問介護（ホームヘルプ） 1億6,674万円 420人

介護療養型医療施設 1億2,139万円 34人

年齢区分別要支援・要介護認定者（平成25年３月末現在）

　
介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢
者
が
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
な
っ
て
も
、

　
介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢
者
が
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
な
っ
て
も
、

　
介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢
者
が
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
な
っ
て
も
、

　
介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢
者
が
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
な
っ
て
も
、

生
涯
に
わ
た
っ
て

　

健
康
で
生
き
が
い
を
も
っ
て

　
　 
〜
平
成
24
年
度
介
護
保
険
の
収
支
状
況
〜

平成24年度介護保険収支状況
（介護保険特別会計）

歳入（グラフ１）

歳出（グラフ２）

保険給付費
39億3,７０４万円
（95.1%）

その他
4,680万円
（1.1％）

諸支出金
1,１８２万円
（0.3%）

総務費
5,１４１万円
（1.2％）

地域支援事業費
9,３６２万円
（2.3%）

諸収入 

歳入
４２億６,０３０万円

歳出
４1億4,０69万円

2,029万円
（0.5%）

その他繰入金 
7,225万円
（1.6%）基金繰入金 

9,857万円
（2.3%）

市負担金
 5億74万円
（11.8%）

県支出金
 6億4,230万円
（15.1%）

国庫支出金
 7億5,008万円
（17.6%） 調整交付金

 3億5,768万円
（8.4%）

支払基金交付金
 11億5,786万円
（27.2%）

介護保険料
6億6,053万円
（15.5%）
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橋
牟
礼
川
遺
跡
か
ら
北
に
約
２

㎞
、
十
町
小
字
敷
領
一
帯
に
広
が

る
敷
領
遺
跡
。
こ
こ
は
、
橋
牟
礼

川
遺
跡
と
同
様
、
奈
良
〜
平
安
時

代
の
行
政
区
「
揖
宿
郡
」
の
郡ぐ

ん
が衙

（
当
時
の
役
所
）
の
候
補
地
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
遺
跡
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
整
然
と
並
ぶ
建
物

群
や
米
倉
、
堅
固
な
杭
列
、
そ
し

て
「や

き
ご
め※
（
儀
式
用
の
加
工
米
と
思

わ
れ
る
）」や
「
智
」
と
墨
で
書
か

れ
た
土
器
、
硯す

ず
りな

ど
、
何
ら
か
の

政
治
的
な
施
設
の
存
在
が
推
測
さ

れ
る
も
の
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
注
目
さ
れ
る
も
の
が
、

「
甲こ

う

臺だ
い

」
と
呼
ば
れ
る
将
棋
の
駒

の
よ
う
な
形
を
し
た
鉄
の
箱
で
す
。

こ
れ
は
、
亀
の
甲
羅
を
熱
し
、
ヒ

ビ
の
入
り
方
で
吉
兆
を
占
う
「
亀き

卜ぼ
く

」
に
類
似
す
る
占
い
の
道
具
で

あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
占
い
は
政
治
の
根

幹
を
な
す
行
為
で
あ
り
、
重
要
な

意
思
決
定
が
必
要
な
時
に
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
８
７
４
年
３
月
25
日

に
起
こ
っ
た
開
聞
岳
の
噴
火
。
そ

の
一
大
事
の
際
に
も
、
対
応
策
は

占
い
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
と
い

い
ま
す
。

川
電
波
観
測
所　

四
拾
年
の
あ
ゆ

み
」
と
い
う
本
に
は
、「
旧
耐
弾
送

信
室
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

指
宿
海
軍
航
空
基
地
は
、
昭
和

20
年
５
月
５
日
の
空
襲
で
ほ
と
ん

ど
焼
失
し
ま
し
た
が
、
海
軍
山
川

方
探
所
は
、
現
在
も
当
時
の
面
影

を
と
ど
め
て
い
ま
す
。

　

海
軍
山
川
方
探
所
は
、
第
２
次

世
界
大
戦
の
様
子
を
物
語
る
貴
重

な
戦
跡
の
一
つ
で
す
。

　

山
川
中
学
校
の
西
側
に
隣
接
す

る
山
川
電
波
観
測
所
。
こ
の
観
測

所
の
奥
に
は
、
第
２
次
世
界
大
戦

当
時
、「
海
軍
山
川
方
探
所
」
と
呼

ば
れ
た
軍
の
施
設
が
残
っ
て
い
ま

す
。

　

横
か
ら
見
る
と
、
一
見
、
小
さ

な
自
然
の
丘
の
よ
う
で
す
が
、
上

か
ら
見
る
と
、
四
角
い
形
を
し
て

い
ま
す
。
一
辺
の
長
さ
は
約
30
ｍ
。

　

現
在
は
ふ
さ
が
れ
て
い
ま
す
が
、

南
西
側
に
３
カ
所
、
北
東
側
に
２

カ
所
の
出
入
り
口
が
あ
り
、
そ
こ

か
ら
地
下
へ
と
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
海
軍
山
川
方
探
所
は
、
田

良
浜
の
指
宿
海
軍
航
空
基
地
建
設

に
伴
い
設
け
ら
れ
た
電
波
送
信
所

で
、
昭
和
18
年
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

　

昭
和
61
年
に
出
版
さ
れ
た
「
山

　

さ
ら
に
、
敷
領
遺
跡
は
当
時
の

降
灰
に
よ
る
災
害
と
復
旧
活
動
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
遺
跡
で
も
あ

り
ま
す
。

　

敷
領
遺
跡
で
は
、
８
７
４
年
の

開
聞
岳
の
噴
火
で
埋
も
れ
た
水
田

や
畑
、
集
落
な
ど
も
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。
建
物
の
周
り
で
は
、
積

も
っ
た
火
山
灰
を
除
去
し
よ
う
と

試
み
た
跡
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
火
山
灰
は
降
り
止
ま
ず
、
最

終
的
に
集
落
や
生
産
地
は
放
棄
さ

れ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
敷
領
遺
跡
は
古

代
の
指
宿
に
お
け
る
政
治
の
あ
り

方
を
知
る
上
で
重
要
で
あ
り
、
ま

た
、
火
山
災
害
を
乗
り
越
え
て
き

た
１
，０
０
０
年
以
上
前
の
人
々
の

姿
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
遺
跡
な

の
で
す
。

   

※　
　

新
米
を
も
み
の
ま
ま
炒い

り
、

臼
で
つ
い
て
、
も
み
殻
を
取
っ

た
も
の
。

人
権
問
題
シ
リ
ー
ズ
92

人
権
同
和
問
題

　
　
　

  
啓
発
強
調
月
間

報
恩

謝
徳

　

８
月
で
す
。
セ
ミ
の
声
を
聞
く

と
、
亡
き
人
の
こ
と
が
し
の
ば
れ

ま
す
。
静
か
に
目
を
閉
じ
、
気
ぜ

わ
し
い
世
の
姿
と
、
そ
う
さ
せ
て

い
る
精
神
の
あ
り
よ
う
を
思
う
時

節
で
も
あ
り
ま
す
。
今
年
も
、
お

盆
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
問
い
掛
け
ら
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
心
は
ど
う
し
て
見
え
な
い
の
」

ど
う
答
え
た
ら
い
い
か
、
し
ば
し

考
え
込
み
ま
し
た
。

　

私
は
、「
お
手
紙
や
作
文
、
そ
し

て
絵
や
言
葉
、
笑
顔
や
あ
い
さ
つ

で
心
は
見
え
る
よ
」
と
説
明
し
ま

し
た
が
、
自
分
自
身
納
得
で
き
な

い
ま
ま
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
が
「
見
え
な
い
と
い
う

心
」「
見
え
た
ら
い
い
な
と
思
う
心
」

は
、
誰
の
ど
ん
な
心
だ
ろ
う
か
。

　

幼
い
子
ど
も
の
「
心
」
に
湧
い

た
疑
問
を
い
と
お
し
く
思
い
、
た

く
ま
し
く
健
や
か
に
育
っ
て
ほ
し

い
、
そ
う
祈
り
な
が
ら
あ
ら
た
め

て
「
心
」
に
つ
い
て
思
い
を
め
ぐ

ら
す
こ
と
で
し
た
。

　

心
と
は
、
知
情
意
（
知
識
・
感

情
・
意
思
）
の
混
然
と
し
た
も
の

で
し
ょ
う
か
。

　

心
の
内
は
、
言
葉
や
行
動
で
表

現
で
き
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
じ
っ

と
抱
き
、
秘
め
続
け
な
く
て
は
な

ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。

悔
し
さ
や
つ
ら
さ
、
苦
痛
、
悲
し

み
、
思
惑
、
打
算
、
恐
怖
な
ど
決

し
て
言
葉
や
行
動
に
出
せ
な
い
心

も
あ
り
ま
し
ょ
う
。
人
は
、
そ
れ

ら
を
そ
っ
と
し
ま
い
込
ん
で
生
き

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

海
沿
い
の
道
を
散
歩
し
て
い
る

と
、
同
じ
よ
う
に
散
歩
す
る
人
と

の
す
れ
違
い
方
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。

　

ひ
た
す
ら
歩
く
こ
と
に
集
中
し
、

相
手
が
誰
で
あ
ろ
う
と
視
線
も
合

わ
さ
な
い
人
。
知
人
か
ど
う
か
を

確
か
め
、
知
人
で
な
け
れ
ば
無
表

情
な
ま
ま
で
す
れ
違
う
人
。
誰
で

あ
れ
軽
く
会
釈
し
、
時
に
「
お
は

よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
人
。

「
お
は
よ
う
」
の
あ
い
さ
つ
を
交

わ
す
こ
と
で
、
な
ん
だ
か
心
地
よ

い
風
が
吹
き
抜
け
、
そ
の
日
が
い

い
一
日
に
な
る
よ
う
で
う
れ
し
く

な
り
ま
す
。

　

私
も
、
す
れ
違
う
た
び
に
軽
く

会
釈
を
し
て
み
ま
し
た
が
、
残
念

な
こ
と
に
、
返
し
て
く
れ
る
人
は

ほ
ん
の
少
し
で
し
た
。

　

隣
人
が
い
な
く
て
も
、
生
活
は

な
ん
と
か
で
き
ま
す
。「
あ
い
さ
つ

を
す
る
相
手
が
い
な
い
と
い
う
の

は
、
つ
ら
く
寂
し
い
も
の
で
す
」

過
疎
が
進
ん
で
い
る
集
落
の
人
の

言
葉
で
す
。

　

あ
い
さ
つ
の
中
に
こ
そ
、
確
か

に
心
が
見
え
て
い
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
将
来
の
リ
ピ
ー
タ

ー
と
な
り
う
る
修
学
旅
行
生
な
ど
、

大
規
模
な
旅
行
団
体
の
受
け
入
れ

を
推
進
す
る
た
め
、「
指
宿
大
好
き

体
験
協
議
会
」
を
平
成
17
年
に
発

足
さ
せ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
で
は
、
修
学
旅
行
の

主
流
に
成
り
つ
つ
あ
る
体
験
学
習

の
メ
ニ
ュ
ー
開
発
と
そ
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

発
足
当
初
は
、
そ
ば
打
ち
体
験

や
魚
釣
り
な
ど
少
数
の
プ
ラ
ン
で

し
た
が
、
近
年
、
砂
む
し
入
浴
や

フ
ラ
レ
ッ
ス
ン
、
さ
つ
ま
揚
げ
作

り
な
ど
指
宿
ら
し
い
体
験
が
で
き

る
プ
ラ
ン
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
里
山
・
漁
業
・
味
覚

体
験
な
ど
を
中
心
に
50
種
類
の
体

験
学
習
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
修
学
旅
行
生
の
受
け
入

れ
も
平
成
17
年
当
初
は
約
３
０
０

人
で
し
た
が
、
平
成
24
年
は
約
１
，

８
０
０
人
ま
で
増
え
、
今
年
は
３
，

０
０
０
人
を
超
え
る
見
込
み
で
、

今
後
も
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
最
近
で
は
、
家
族
や
小

グ
ル
ー
プ
の
旅
行
で
も
、
体
験
学

習
を
希
望
す
る
人
が
多
く
な
っ
て

お
り
、
市
に
も
観
光
客
か
ら
問
い

合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
協
議
会
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
大
規
模
な
団
体
を
対
象
と
し

た
プ
ラ
ン
に
加
え
、
個
人
や
家
族

等
の
少
人
数
で
も
体
験
が
で
き
る

「
募
集
型
」
の
プ
ラ
ン
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
市
が
目
指
す
滞
在
型

観
光
の
中
心
と
な
り
得
る
取
り
組

み
で
あ
り
、
今
後
の
観
光
の
目
玉

に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

観
光
課
観
光
交
流
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
４
）

光
を
観
せ
て
、
魅
せ
ら
れ
て

観
光
シ
リ
ー
ズ

指
宿
の
人
・
味
・
仕
事
を
体
験

27

心
は
見
え
な
い
の
？

　

県
で
は
、
８
月
を
「
人
権
同
和

問
題
啓
発
強
調
月
間
」
と
定
め
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
の
啓
発
放
送

や
新
聞
広
告
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

社
会
に
は
、
同
和
問
題
、
子
ど

も
や
高
齢
者
へ
の
虐
待
、
女
性
、

障
害
者
等
に
関
す
る
人
権
問
題
が
、

依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
て
求

め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
自
分
が
差

別
す
る
人
間
に
な
ら
な
い
の
は
も

ち
ろ
ん
、
日
常
生
活
の
中
で
差
別

を
許
さ
な
い
行
動
を
と
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
を
「
自
分
と

は
関
係
な
い
」
と
避
け
る
の
で
は

な
く
、
理
解
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

人
権
問
題
を
自
分
自
身
の
課
題

と
し
て
捉
え
、
お
互
い
尊
重
し
、

誰
も
が
平
等
で
明
る
く
幸
せ
に
暮

ら
し
て
い
け
る
社
会
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
戸
籍
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
７
）

指
宿
市
長
　
豊
留 

悦
男

電
波
送
信
所
跡
と

火
山
灰
で
埋
も
れ
た
役
所

いぶ
す
き

　

ま
る
ご
と
博
物
館（  

回
）
87

海
軍
山
川
方
探
所

敷
領
遺
跡

甲臺

海軍山川方探所跡

魚さばき体験を行う修学旅行生
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朝
早
く
か
ら
オ
ク
ラ
の
収
穫
に

励
む
農
家
の
姿
は
、
今
で
は
す
っ

か
り
指
宿
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
光
景
は
雨
の
日
も
暑
い

日
も
変
わ
ら
な
い
。

　

市
内
で
本
格
的
な
オ
ク
ラ
栽
培

が
始
ま
っ
た
の
は
昭
和
43
年
。
温

暖
な
指
宿
の
風
土
に
合
い
、
生
産

量
を
増
や
し
て
き
た
。

　

オ
ク
ラ
の
収
穫
は
７
〜
８
月
に

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
し
か
し
お
盆

の
時
期
に
は
市
場
が
休
み
と
な
り
、

せ
っ
か
く
収
穫
し
た
オ
ク
ラ
が
集

荷
さ
れ
ず
に
廃
棄
さ
れ
て
い
た
。
　

　

「
も
っ
た
い
な
い
」
そ
う
い
っ

た
思
い
か
ら
「
オ
ク
ラ
漬
」
は
生

ま
れ
た
。
女
性
グ
ル
ー
プ
の
指
宿

市
農
産
加
工
組
合
が
試
行
錯
誤
を

重
ね
、
昭
和
49
年
に
商
品
化
し
た

も
の
だ
。

　

「
オ
ク
ラ
を
漬
け
る
重
石
を
海

岸
に
取
り
に
行
っ
た
時
に
、
潮
が

満
ち
て
き
た
の
に
気
付
か
ん
で
胸

ま
で
海
水
に
浸
か
っ
た
こ
と
も
あ

っ
た
ね
。」

　

当
初
か
ら
オ
ク
ラ
漬
作
り
に
携

わ
り
、
現
在
、
同
組
合
代
表
を
務

め
る
山
澤
道
子
さ
ん
（
細
田
西
）

は
、
笑
顔
を
見
せ
な
が
ら
昔
を
振

り
返
る
。

　

同
組
合
で
は
、
販
路
を
広
げ
る

た
め
に
商
談
会
に
積
極
的
に
参
加

し
た
り
、
オ
ク
ラ
漬
を
利
用
し
た

料
理
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
し
た
り
す

る
な
ど
、
製
造
以
外
に
も
力
を
入

れ
て
き
た
。
そ
う
し
た
積
み
重
ね

が
40
年
に
わ
た
り
受
け
継
が
れ
て

い
る
伝
統
の
味
を
支
え
て
き
た
。

　

最
近
の
一
番
の
課
題
は
、
後
継

者
の
確
保
。
現
在
、
組
合
員
は
29

人
だ
が
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

オ
ク
ラ
の
漬
け
込
み
な
ど
の
力
仕

事
は
、
女
性
だ
け
で
は
難
し
い
の

が
実
情
だ
。
そ
れ
で
も
山
澤
さ
ん

は
、「
お
盆
の
時
期
に
は
、
地
域
の

若
手
の
方
が
お
手
伝
い
に
来
て
く

れ
て
、
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す

よ
」
と
、
う
れ
し
そ
う
に
話
す
。

　

「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
思

い
か
ら
実
を
結
ん
だ
オ
ク
ラ
漬
。

未
来
に
残
し
た
い
指
宿
の
お
ふ
く

ろ
の
味
だ
。

　

特
産
品
振
興
係
で
は
、
特
産
品

づ
く
り
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
５
０
０
字

程
度
に
ま
と
め
、
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
１

－

０
４
９
７

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

指
宿
市
商
工
水
産
課
特
産
品
振

興
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
１
４
）

　

皆
さ
ん
の
家
庭
や
事
業
所
か
ら

出
た
「
燃
え
る
ご
み
」
は
ど
の
よ

う
に
処
理
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
か
。

　

通
常
、
燃
え
る
ご
み
は
、
ご
み

処
理
場
で
焼
却
処
理
し
ま
す
。
市

で
は
、
焼
却
処
理
を
行
う
こ
と
で

ご
み
の
体
積
を
減
ら
し
、
悪
臭
防

止
や
衛
生
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

焼
却
後
は
、
約
１
割
が
焼
却
灰
と

し
て
残
り
ま
す
。
こ
の
焼
却
灰
は
、

最
終
的
に
埋
め
立
て
処
理
を
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
燃
え
る
ご
み
の
中
に
、

資
源
と
な
る
缶
や
ビ
ン
な
ど
燃
え

な
い
も
の
が
混
入
し
て
し
ま
う
と
、

焼
却
灰
の
中
に
そ
れ
ら
が
燃
え
残

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

焼
却
灰
が
増
え
る
と
、
埋
め
立

て
地
が
早
く
満
杯
に
な
り
、
新
た

な
埋
め
立
て
地
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

埋
め
立
て
地
を
少
し
で
も
長
く

有
効
に
利
用
す
る
た
め
に
は
、
分

別
を
徹
底
し
、
資
源
と
な
る
も
の

は
「
資
源
ご
み
」
と
し
て
排
出
す

る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
生
活
衛
生
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
４
）

「
も
っ
た
い
な
い
」
が

　
　
　
　  

実
を
結
ん
だ

特産品
シリーズ
VOL.2

実
を
結
ん
だ

オ
ク
ラ
漬

美
し
い
指
宿
を
未
来
へ
残
す
た
め
に
③

燃
え
る
ご
み
の
ゆ
く
え

み
ん
な
の
か
ん
き
ょ
う
広
場

燃
え
る
ご
み
の
ゆ
く
え

まちの話題Zoom  up  Ibusuki

ズームアップ いぶすき

　６月８日、飲食店や雑貨店などが並ぶ「いぶすき
マルシェ」が、サンシティホールで開かれ、多くの
家族連れでにぎわいました。来場者は店主らと世間
話を交わしながら、アットホームな雰囲気の中で買
い物を楽しんでいました。５回目を数える今回は、
隣接する会場で行われた青年会議所（ＪＣ）の鹿児
島ブロック大会と合わせて実施され、県内各地のＪ
Ｃが持ち寄った焼酎の試飲会も開かれました。

　６月14日、ふるさとを興す二大学習大会が開聞総
合体育館で開催され、約180人の市民らが集まりま
した。この大会は、市地域女性団体連絡協議会（伊
佐幸子会長）らが毎年さまざまなテーマで開催して
います。今年は環境の面で「ごみの減量化」を、保
健・福祉の面で「健幸な地域づくり」を主題に行わ
れました。参加者らは寸劇や講演を通じて、これか
らの活動につながるよう学習しました。

開 放的な市場でのんびり

ウ ーマンパワーで地域活性

いぶすきマルシェが開催

ふるさとを興す二大学習大会が開催

屋外の開放的な雰囲気ににぎわう会場

環境問題について学習する参加者

混ぜ棒の大きさにびっくり

懐かしさを感じる昔ながらの紙芝居

　６月７日、柳田小の１年生55人が指宿学校給食セ
ンターを訪れ、給食が作られる工程を見学しました。
児童らは、大きな釜に大量の野菜が入る様子に、「す
ご～い」などと歓声を上げていました。また、料理
を混ぜる混ぜ棒やお玉を手に持って、大きさを体感
していました。吉永聖七さん（二月田）は、「大きな
釜でおいしそうなカレーを作っていました。早く食
べたいです」と笑顔でした。

　時遊館ＣＯＣＣＯはしむれと指宿図書館が共同で、
指宿の昔話を題材にした紙芝居とＤＶＤを制作しま
した。６月８日、ＪＲ指宿駅前で自転車の荷台に紙
芝居の舞台を乗せた昔ながらの上演会が行われ、開
聞岳と硫黄島がけんかした話や大宮姫の伝説など５
話を披露。制作を手掛けたスタッフらが読み手や演
出を担当し、鹿児島弁を交えた語り口調が、集まっ
た観光客や子どもたちを楽しませました。

巨 大な道具と背比べ

指 宿の昔話を題材に紙芝居

学校給食センターを見学

方言交え昔話紙芝居を上演

市では、焼却灰の埋め立て処理に約4,000万円（平成24年度）を費やしています。

燃えないごみが混入していると燃えずに残ってしまいます
焼却処理
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まちの話題

　６月23日、かいもん山麓ふれあい公園で「健幸ふ
れあいパターゴルフ大会」が開催され、市民ら40人
が参加しました。参加者はコースを２回まわり、そ
の合計打数で競いました。コース途中ではニアピン
大会も行われるなど、初心者でも気軽に楽しめる大
会となりました。参加した田中弘孝さん（田中）は、
「スコアはまずまずだったけど、気持ちよい汗をか
くことができました」と話してくれました。

健 康増進のきっかけに
健幸ふれあいパターゴルフ大会が開催

１打１打、集中してプレーする参加者

かつお節でとっただしのうまみを味わう

　６月15日、ひばり保育園の親子を対象に山川水産
加工業協同組合青年部協和会（西岡華代会長）が、
かつお節を使った食育活動を行いました。園児らは、
かつお節の作り方を学んだ後、かつお節削りに挑戦。
削り器を必死に回す姿に、会場は盛り上がりました。
また、かつお節でとっただしと顆粒だしの味比べも
行われ、天然素材を使ったかつおだしのうまみや風
味の違いを学びました。

か つお節をもっと知って
かつお節で食育活動

Zoom  up  Ibusuki

ズームアップ いぶすき

　指宿建設業協同組合青年部（岩野仁保会長）らが、
市内17の小・中学校にアニメーションＤＶＤ「パッ
テンライ」を贈呈しました。この作品は、１人の日
本人が、台湾で干ばつや水害に苦しむ現地の人たち
と協力して、ダムを建設する作品となっています。
７月５日、贈呈のため豊留市長を訪れた岩野会長ら
は、「土木技術者の魅力を知ってもらい、夢を諦めな
いことの大切さを学んでほしい」と話しました。

　７月５日、霧島市で鹿児島県高校生徒商業研究発
表会が行われ、指宿商業高校が５年連続の最優秀賞
を受賞しました。社会貢献や社会奉仕の精神を前面
に打ち出してもビジネスは成功するのかという仮説
を、「株式会社　指商」の事業戦略を通して実証した
ことが、高く評価されたものです。３年生の鹿島文
香さん（摺ヶ浜中）は、「11月の全国大会でも、先輩
方の伝統を崩さないよう頑張りたい」と話しました。

土 木技術者の魅力を知って

５ 年連続の受賞

建設業組合青年部らがＤＶＤを贈呈

指商が商業研究発表会で最優秀賞

目録の贈呈を行う岩野会長（中央）

全国大会に向け意気込む生徒たち

市民と一緒に指宿の未来を考える

楽しくおしゃべりしながら指宿をＰＲ

　７月から８月にかけて、行政と市民が一緒になっ
てまちづくりを考える「みんなで語ろ会」が学校区
ごとに実施されています。地域で抱える課題を中心
に、意見・提案を聴き、実情を把握して市政運営に
生かすことが目的です。各校区とも市民目線で捉え
られた、地域が抱える問題や課題が挙げられていま
す。市ではこれらを参考に「市民協働のまちづくり」
につなげていきたいと考えています。

　山川高校では、観光客との接客を通して社会人と
してのコミュニケーション能力を育てることを目的
に、ＪＲ西大山駅を訪れる観光客をもてなす「おも
てなし学習」を授業に取り入れています。７月５日
には、生活情報科の６人が、駅を訪れた観光客らを
冷茶や特産の菓子でもてなし、指宿をＰＲ。３年生
の牧園里美さんは、「言葉遣いに注意して笑顔で接す
ることを心掛けています」と話してくれました。

地 域課題をみんなで考える

猛 暑の中でも笑顔で対応

みんなで語ろ会で意見交換

山川高生がおもてなし学習

　７月４日、夏休みを前に、プールや海で安全に楽
しく過ごすための水上安全教室が徳光小で行われ、
鹿児島海上保安部の職員らの指導のもと、服を着た
まま溺れそうになった時の対応を学びました。児童
らは、着衣状態であおむけになった状態を維持しな
がら救助を待つ「背浮き」を練習。また、ペットボ
トルや買い物袋など浮力がある物を使うと楽に姿勢
が維持できることを体感していました。

服 を着たまま水難訓練
徳光小で水上安全教室

できあがりを喜ぶ参加者ら

　温たまらん丼や温たまらん豚を提供する飲食店が
組織するプロジェクトＥ

エ ッ グ ス

ｇｇｓ（中村勝信会長）が、
７月４日、市内の飲食店で「たまらん」焼酎の完成
お披露目会を行いました。この焼酎は、黒こうじの
原酒をベースに、白こうじの原酒をブレンド。力強
い甘みと香りが特徴で、アルコール度数35度のオリ
ジナル焼酎です。一般販売は行われず、同料理を提
供する市内の28店舗限定で飲むことができます。

こ りゃ、うまくてたまらん
「たまらん」焼酎の完成お披露目会

「背浮き」の練習をする児童たち
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まちの話題

　砂浜再生や海岸整備を目指す指宿港海岸保全推進
協議会が７月６日、摺ヶ浜海岸でヒラメの稚魚の放
流を行いました。地域の人など約120人が参加。参
加者は、ヒラメの生態を学んだあと、体長約８セン
チに成長したヒラメの稚魚約3,400匹を海に放流しま
した。丹波小４年の木下真優香さん（迫北）は、「ヒ
ラメに初めて触って楽しかった。海は大好きなので、
もっときれいな海岸で遊びたいです」と話しました。

み んなが楽しめる砂浜に
ヒラメの稚魚を放流

ヒラメを放流する子どもたち

ごみ拾いを行う参加者

　７月６日、錦江湾岸の美しい自然環境を守ろうと、
錦江湾クリーンアップ作戦が行われました。早朝か
ら市民ら約230人が参加しました。参加者は、田良
浜周辺の海岸や太平次公園、摺ヶ浜海岸など約１時
間かけて清掃。約300㎏のごみが集められました。
大成小６年の岩下凛乃介さん（神方上）は、「たくさ
んのごみが落ちていたけど、海岸がきれいになった
のでうれしかったです」と話しました。

未 来に残したい錦江湾へ
クリーンアップ作戦・夏の部

　７月９日、川尻小の６年生８人が、授業で習った
室町時代の文化に触れる茶道を体験しました。裏千
家の濵田ちよ子さん（玉井）が、「茶室に入る時は右
足から」「畳のへりは踏まないで」とアドバイス。お
茶を三口で飲み、最後に「すっ」と音を立てて泡を
飲み干す作法に、児童たちは緊張した面持ちで取り
組みました。若松明さん（川尻西）は、「昔の人の作
法や姿勢が勉強になりました」と話しました。

礼 儀作法に緊張
茶道で室町文化を体験

飾り付けられた七夕飾りの前で

　７月６日、古希を迎えた南指宿中学校35年卒業生
の皆さんが、七夕飾りを指宿駅前広場に飾り付けま
した。七夕飾りは高さ約10ｍ、枝には短冊や色紙が
色鮮やかに飾られ、風になびくと観光客らも足を止
め、初夏の風情を感じていました。短冊には、「健康
第一」「介護保険にお世話にならないよう、元気に過
ごせますように」など、さすが古希と思わせる願い
事も多く飾られていました。

短 冊の願い事には…
古希記念に七夕飾り

作法に倣いお茶を飲む児童たち

Zoom  up  Ibusuki

ズームアップ いぶすき

　西元オサヨさん（薩摩富士荘）が、7月10日に満100
歳を迎えました。市と市社会福祉協議会は祝い金と
記念品を贈り、長寿を祝いました。西元さんは現在、
薩摩富士荘で元気に過ごしています。長寿の秘けつ
を尋ねると、「毎日、朝起きてからと夜寝る前にコッ
プ１杯の白湯を飲んでいることでしょうか」（西元さ
んの親族）と話してくれました。いつまでも元気で
長生きしてください。

　７月13日、摺ヶ浜海岸で海開きが行われ、市内の
小学生やスポーツクラブの子どもら約100人が参加
しました。参加者は、神事で安全を祈願したあと、
海に一斉に入水。波打ち際で歓声を上げながら水を
かけ合ったり、浮き輪につかまって波に揺られたり
して海を楽しみました。柳田小６年の有村綾馬さん
（二月田）は、「今年初めて海で泳ぎました。海に入
ると冷たくて気持ちよかったです」と話しました。

い つまでも長生きを

真 夏の海を満喫

100歳長寿を祝う

海開きに歓声

西元オサヨさん（前列左から２人目）

海に一斉に飛び込む子どもたち

反射材を贈呈する後迫会長（中央右）

普通の茶節と「究極」を食べ比べる参加者

　交通事故の防止に役立ててもらおうと、指宿地区
安全運転管理協議会（後迫芳周会長）が、市内の中
学１年生410人にリストバンド式反射材を贈呈しま
した。反射材は、長さ33センチで手首やカバンなど
に巻きつけることができます。７月10日、贈呈式が
行われ、豊留市長を訪れた後迫会長は、「反射材をつ
けると運転手に早く自分の姿を確認してもらえる。
交通事故防止に役立ってほしい」と話しました。

　かつお節は山川産の最高級本枯節、緑茶には南九
州市頴娃産の一番茶を使用した「究極の茶節」が完
成し、お披露目会が行われました。山川のかつお節
生産者（協和会）と南九州市頴娃の茶農家（茶寿会）
が低迷する消費を拡大しようと５月から試行錯誤を
重ね共同開発。７月11日、会場の山川文化ホールで
は、市や観光関係者ら約100人が集まり、絶妙な風
味や味を醸し出す究極の茶節に舌鼓を打ちました。

命 を守る反射材

市 境越え、共同開発

リストバンド式の反射材を贈呈

究極の茶節がお披露目
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Information情報掲示板

　

県
内
か
ら
応
募
さ
れ
た
日
本
画

や
洋
画
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

■
期
間　

８
月
11
日（
日
）〜
25
日 

　
（
日
） 

■
時
間　

９
時
〜
16
時
30
分

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

　

し
む
れ
（
特
別
展
示
室
、
講
堂
）

■
入
場
料　

無
料

巡
回
展

■
期
間　

８
月
27
日（
火
）〜
９
月

16
日（
月
）

■
時
間　

９
時
〜
16
時
30
分

■
場
所　

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
か
ご

し
ま

※
観
覧
は
無
料
。
た
だ
し
施
設
入

園
料
と
し
て
高
校
生
以
上
６
０

０
円
、
小
・
中
学
生
３
０
０
円

が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

第
24
回
い
ぶ
す
き
シ
ル
バ
ー
美

術
展
実
行
委
員
会
事
務
局
（
社

会
教
育
課
文
化
係
内
）

☎
㉓
５
１
０
０

　

仲
間
た
ち
と
楽
し
く
体
を
動
か

し
、
健
幸
づ
く
り
を
始
め
ま
せ
ん

か
。

■
日
時　

８
月
18
日（
日
）９
時
〜

■
場
所　

か
い
も
ん
山
麓
ふ
れ
あ

い
公
園
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場

■
対
象　

中
学
生
以
上

■
参
加
料　

○
大
人　

１
，０
０
０
円

○
中
学
生
〜
大
学
生　

５
０
０
円

■
定
員　

24
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
直
接

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

８
月
15
日（
木
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

健
幸
ふ
れ
あ
い
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ

運
営
委
員
会
（
か
い
も
ん
山
麓

ふ
れ
あ
い
公
園
内
）

☎
32
５
５
６
６

■
期
日　

８
月
18
日（
日
）

※
雨
天
決
行

■
集
合　

９
時
ま
で
に
セ
ン
ト
ラ

ル
パ
ー
ク
指
宿
（
バ
ス
で
の
移

動
に
な
り
ま
す
。）

■
終
了　

17
時
（
指
宿
着
予
定
）

■
距
離　

約
８
㎞

■
参
加
料

○
会　

員　

４
，５
０
０
円

○
非
会
員　

５
，０
０
０
円

※
バ
ス
・
昼
食
・
保
険
料
等
含
む

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

８
月
15
日（
木
）

17
時
ま
で

申
し
込
み
先

○
市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

協
会
事
務
局
（
担
当　

下
吉
）

　

☎
㉒
３
２
５
２

○
指
宿
総
合
体
育
館

　

☎
㉒
３
５
１
１

問
い
合
わ
せ
先

市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

協
会
事
務
局
（
担
当　

下
吉
）

　

☎
㉒
３
２
５
２

　

南
指
宿
中
学
校
吹
奏
楽
部
で
は
、

定
期
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。
卒

業
生
や
丹
波
小
学
校
の
児
童
も
賛

助
出
演
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
生
徒
た
ち
の
演
奏
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

８
月
25
日（
日
）

○
開
場　

13
時
30
分
〜

○
開
演　

14
時
〜

■
場
所　

市
民
会
館

■
入
場
料　

無
料

■
演
奏
曲
目　

「
メ
リ
ー
・
ウ
ィ

　

ド
ウ
」
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
喜
歌

劇
）、デ
ィ
ー
プ
・
パ
ー
プ
ル
メ

ド
レ
ー　

ほ
か

問
い
合
わ
せ
先

南
指
宿
中
学
校
（
担
当　

南
方
）

☎
㉒
２
９
１
１

い
ぶ
す
き

シ
ル
バ
ー
美
術
展

健
幸
ふ
れ
あ
い

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

九
州
オ
ル
レ

霧
島
妙
見
ウ
オ
ー
ク

　時遊館COCCOはしむれでは、幕末の豪商と呼
ばれた濵﨑太平次の偉業を紹介する映画を制作し、
上映会を開催します。
　映画のナレーションは元ＮＨＫアナウンサーの松
平定知氏が担当。役者やスタッフ総勢約100人が参
加して完成した作品です。

■日時　８月18日（日）
○開場10：00　○開演10：30
■場所　市民会館　■入場料　無料
問い合わせ先　
　時遊館ＣＯＣＣＯはしむれ　☎㉓5100

時遊館COCCOはしむれ映画上映会

太平次旅立ち

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

南
指
宿
中
吹
奏
楽
部

定
期
演
奏
会
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9月
2013

29 30

1 2 3
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11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

8月
2013

ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
②

親
子
で
夏
の
夜
空
を
楽
し
も
う
！

　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ

で
は
、
夏
休
み
中
に
起
こ
る
天
体

シ
ョ
ー
の
観
察
会
を
行
い
ま
す
。

　

夜
空
を
眺
め
な
が
ら
、
家
族
み

ん
な
で
夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り

を
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

８
月
12
日（
月
）18
時
30

分
〜
21
時

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
、
国
指
定
史
跡
指
宿
橋

牟
礼
川
遺
跡
史
跡
公
園

■
内
容

○
ス
ピ
カ
の
食
観
察

○
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
の
観
察

○
夏
の
星
座
探
し

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
参
加
料　

無
料

夏
休
み
の
自
由
工
作
に
ぴ
っ
た
り

土
器
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

縄
文
土
器
は
、
料
理
を
作
る
時

の
お
鍋
と
し
て
使
わ
れ
た
り
、
飾

り
の
つ
い
た
お
祭
り
用
の
道
具
と

し
て
使
わ
れ
た
り
し
ま
し
た
。　

　

縄
文
人
と
同
じ
よ
う
に
粘
土
や

昔
の
道
具
を
使
っ
て
、
土
器
作
り

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

①
８
月
17
日（
土
）13
時
〜
16
時

②
８
月
27
日（
火
）10
時
〜

※
原
則
２
日
間
と
も
参
加
が
必
要

で
す
。

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
２
階　

時
遊
空
間

■
内
容

①
土
器
作
り
体
験

山
か
ら
粘
土
を
採
集
し
、
そ
れ

を
こ
ね
て
土
器
作
り
を
し
ま
す
。

②
土
器
焼
き
体
験

国
指
定
史
跡
指
宿
橋
牟
礼
川
遺

跡
の
史
跡
公
園
内
で
土
器
焼
き

体
験
を
し
ま
す
。

■
指
導
者　

四
元
誠
氏
（
琴
鳴
堂
）

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
募
集
人
数　

30
人

■
参
加
料　

５
０
０
円
（
材
料
代
）

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

８
月
15
日（
木
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
文
化
係
（
時
遊
館

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

☎
㉓
５
１
０
０

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ

は
し
む
れ

催
し

■内容　17：30　地元芸能披露
　　　　18：00　薩摩剣士「隼人」ショー
　　　　18：35　開聞龍宮太鼓、かつおみこし、青振連囃

はやし
子方

　　　　19：00　開会式、うちわデザインコンテスト表彰式
　　　　19：25　有村よしみ歌謡ショー（川尻出身）
　　　　19：45　松山千春ものまねショー
　　　　20：30　花火大会（雨天順延）

※詳細は、市政事務嘱託員を通じて配布するチラシをご覧ください。
問い合わせ先　開聞そうめん夏祭り実行委員会事務局（観光課観光交流係内）　☎㉒2111（内線325）

８月12日（月）
かいもん山麓ふれあい公園

第45回開聞そうめん
日 時

場 所

開聞そうめん夏祭り夏祭り夏祭り夏祭り夏祭り夏祭り夏祭り夏祭り夏祭り
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Information情報掲示板

■
日
時　

８
月
31
日（
土
）18
時
〜

■
場
所　

指
宿
総
合
体
育
館

■
対
象
者　

市
内
居
住
の
社
会
人

■
参
加
料　

無
料
（
た
だ
し
、
今

年
度
協
会
未
登
録
者
の
人
は
、

１
人
５
０
０
円
で
協
会
登
録
が

必
要
）

■
試
合
方
法　

４
人
制

■
申
込
締
切
日　

８
月
26
日（
月
）

17
時
ま
で

申
し
込
み
先

指
宿
総
合
体
育
館

☎
㉒
３
５
１
１

問
い
合
わ
せ
先

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

会
長　

園
田
ト
ヨ
子

☎
㉕
２
７
８
３

　

市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
優
秀

選
手
・
社
会
体
育
功
労
者
等
の
表

彰
を
行
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
審
査
対
象
と
な

る
人
お
よ
び
団
体
を
公
募
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
活
動
優
秀
選
手

■
応
募
資
格　

本
市
居
住
ま
た
は

本
市
出
身
の
中
学
生
以
上
で
、

次
の
成
績
を
収
め
た
人
お
よ
び

団
体

○
国
際
大
会
に
出
場

○
国
民
体
育
大
会
・
全
国
高
校
総

体
・
全
国
中
学
体
育
大
会
で
６

位
以
内
に
入
賞

○
九
州
国
体
・
全
九
州
高
校
体
育

大
会
・
九
州
中
学
体
育
大
会
で

３
位
以
内
に
入
賞

○
県
民
体
育
大
会・県
高
校
総
体
・

県
中
学
総
体
で
優
勝　

○
そ
の
他
、
前
記
の
大
会
に
準
ず

る
大
会
で
入
賞
（
全
国
大
会
３

位
以
内
、
九
州
大
会
２
位
以
内
、

県
大
会
優
勝
）

■
応
募
方
法　

本
人
ま
た
は
第
三

者
が
推
薦
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
推
薦
書
は
、
指
宿
総
合

体
育
館
、
開
聞
総
合
体
育
館
に

設
置
し
て
い
ま
す
。　

社
会
体
育
功
労
者
・
団
体

　

市
体
育
協
会
加
盟
団
体
に
推
薦

書
を
送
付
し
ま
す
。

■
応
募
締
切
日　

８
月
23
日（
金
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係

☎
㉗
０
２
０
３

　

平
成
26
年
１
月
４
日（
土
）に
行

わ
れ
る
市
成
人
式
で
、
新
成
人
の

代
表
と
し
て
、
あ
な
た
の
夢
や
思

い
を
熱
く
語
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
テ
ー
マ　

社
会
、
友
人
、
家
族
、

　

職
場
に
つ
い
て
、
ま
た
、
夢
や

希
望
な
ど
自
由
な
意
見
を
発
表

し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
規
格　

４
０
０
字
詰
め
原

稿
用
紙
３
〜
４
枚
に
ま
と
め
て
、

郵
送
ま
た
は
直
接
持
参
に
よ
り

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切
日　

10
月
31
日（
木
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
１

－

０
４
０
３

指
宿
市
十
二
町
２
２
９
０

指
宿
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
社
会
教
育
係
（
時
遊
館
Ｃ
Ｏ

Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

成
人
式
実
行
委
員
会

☎
㉓
５
１
０
０

　

市
で
は
、「
建
築
物
の
耐
震
改
修

の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正

を
受
け
て
、
計
画
的
な
耐
震
化
を

進
め
る
た
め
に
、
住
宅
・
建
築
物

耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震
改
修
を
促

進
す
る
た
め
の
計
画
と
し
て
、「
指

宿
市
建
築
物
耐
震
改
修
促
進
計
画
」

の
原
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度

に
基
づ
き
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
意
見
等
を
募
集
し
ま
す
。
多

く
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
公
表
・
閲
覧
の
場
所

○
建
築
課
建
築
係

○
山
川
・
開
聞
支
所
地
域
振
興
課

総
務
係

○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.ibusuki.lg.jp

■
意
見
等
の
募
集
期
間

　

８
月
５
日（
月
）〜
９
月
４
日（
水
）

　

必
着

■
意
見
等
の
提
出
方
法

所
定
の
様
式
に
よ
り
、
次
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
所
定
の
様
式
は
、
公

表
の
場
所
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
に
あ
り
ま
す
。

○
郵
送

〒
８
９
１

－

０
４
９
７

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

指
宿
市
建
築
課
建
築
係

○
FAX
㉒
２
１
６
０

○
メ
ー
ル

kensetsu-kenchiku@
city.

ibusuki.lg.jp

○
直
接
持
参

建
築
課
建
築
係
ま
た
は
山
川
・

開
聞
支
所
地
域
振
興
課
総
務
係

※
電
話
に
よ
る
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

■
意
見
の
取
り
扱
い

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
等
は

「
指
宿
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

ン
ト
制
度
実
施
要
綱
」
に
基
づ

い
て
取
り
扱
い
、
市
耐
震
改
修

促
進
計
画
策
定
の
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意

見
に
対
す
る
回
答
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

建
築
課
建
築
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
７
２
）

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

新
成
人
の

意
見
発
表
者

ス
ポ
ー
ツ
活
動

優
秀
選
手

募
集

　

ソ
ラ
マ
メ
な
ど
秋
冬
作
の
植
え

付
け
の
前
に
、
ほ
場
周
辺
の
雑
草

（
害
虫
の
餌
、
す
み
か
）
を
取
り

除
く
こ
と
で
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
、
ス

リ
ッ
プ
ス
類
、
ヨ
ト
ウ
ム
シ
類
、

ハ
ダ
ニ
類
、
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
類
等

の
繁
殖
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

８
月
中
に
土
手
や
あ
ぜ
道
の
草

を
刈
り
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
環

境
整
備
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
営
農
振
興
係
（
い
ぶ
す

き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
３
）

　

市
相
談
支
援
事
業
所
指
宿
ラ
イ

フ
サ
ポ
ー
ト
で
は
、
次
の
日
程
で

家
族
支
援
の
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

８
月
29
日（
木
）15
時
〜

16
時
30
分

■
場
所　
指
宿
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

心
に
病
を
抱
え
て
い
る

家
族
が
い
る
人

■
内
容　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に

よ
る
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

○
市
相
談
支
援
事
業
所
指
宿
ラ
イ

フ
サ
ポ
ー
ト　

　

☎
㉔
５
０
５
５

　

無
登
録
農
薬
の
使
用
や
食
品
へ

の
残
留
農
薬
等
が
大
き
な
社
会
問

題
と
な
り
、
消
費
者
の
食
の
安
全
・

安
心
に
対
す
る
関
心
が
一
段
と
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

農
薬
は
使
用
基
準
に
基
づ
き
、

適
正
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

○
農
薬
を
散
布
す
る
場
合
は
、
事

前
に
近
隣
の
住
民
へ
周
知
し
ま

し
ょ
う
。

○
土
壌
消
毒
剤
は
安
全
な
使
用
に

努
め
、
完
全
被
覆
し
、
薬
剤
が

漏
れ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

○
風
の
強
さ
や
向
き
に
注
意
し
、

農
薬
が
飛
散
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

○
農
薬
は
ラ
ベ
ル
や
注
意
書
き
を

よ
く
読
み
、
使
用
回
数
や
倍
率

な
ど
使
用
基
準
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

○
農
薬
を
使
っ
た
ら
、
必
ず
記
帳

し
ま
し
ょ
う
。

○
「
き
く
ば
り
旗
」
が
立
つ
田
畑

付
近
で
は
、
農
薬
が
飛
散
し
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
営
農
振
興
係
（
い
ぶ
す

き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
３
）

家
族
支
援
の
会

農
薬
は
適
正
に
使
用
を

お
知
ら
せ

　市視覚障害者協会では、無料マッ
サージを実施します。気軽にお越し
ください。
■日時　８月23日（金）10：00～14：30
※受付14：00まで
■場所　指宿保健センター
■その他　タオルと枕を持参してく
ださい。
問い合わせ先
　指宿市視覚障害者協会
　会長　中村祐子　☎㉒5938

あ
ぜ
道
の
草
刈
り

　

終
戦
後
、
今
年
で
68
回
目
の
夏

を
迎
え
ま
す
。
本
市
は
、
非
核
三

原
則
の
堅
持
と
核
兵
器
の
不
使
用
、

廃
絶
、
そ
し
て
再
び
戦
争
を
起
こ

さ
な
い
た
め
に
、
平
成
18
年
９
月

４
日
に
、
核
兵
器
廃
絶
と
恒
久
平

和
都
市
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
８
月
６
日
は
広
島
平
和

記
念
日
、
８
月
９
日
は
長
崎
原
爆

の
日
、
８
月
15
日
は
終
戦
記
念
日

と
な
っ
て
い
ま
す
。
原
爆
死
亡
者

や
戦
没
者
の
冥
福
と
世
界
恒
久
平

和
の
た
め
、
次
の
日
時
に
１
分
間

の
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
黙
と
う
の
日
時

○
広
島
平
和
記
念
日

　

８
月
６
日（
火
）８
時
15
分

○
長
崎
原
爆
の
日

　

８
月
９
日（
金
）11
時
２
分

○
終
戦
記
念
日

　

８
月
15
日（
木
）正
午

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
総
務
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
１
２
）

　

世
界
恒
久
平
和
実
現
の
た
め
に
、

核
兵
器
を
廃
絶
す
る
こ
と
は
、
人

類
共
通
の
願
望
で
あ
り
、
こ
の
地

球
を
平
和
で
美
し
い
も
の
と
し
て
、

未
来
に
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
切
な
る

願
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
地

球
上
に
は
大
量
の
核
兵
器
が
蓄
積

さ
れ
て
お
り
、
今
な
お
、
そ
の
脅

威
か
ら
解
放
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

わ
が
国
は
、
世
界
で
唯
一
の
被

爆
国
と
し
て
、
平
和
を
愛
す
る
す

べ
て
の
国
の
人
々
と
共
に
、
人
類

の
安
全
と
生
存
の
た
め
不
断
の
努

力
を
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
指
宿
市
民
は
、
恵
ま
れ

た
自
然
環
境
を
大
切
に
守
り
、
幸

せ
な
市
民
生
活
を
子
々
孫
々
に
受

け
継
ぐ
た
め
に
、
日
本
国
憲
法
が

掲
げ
る
平
和
の
理
念
に
基
づ
き
、

非
核
三
原
則
が
平
和
を
愛
す
る
す

べ
て
の
国
の
原
則
と
な
る
こ
と
を

希
求
し
、「
核
兵
器
廃
絶
と
恒
久
平

和
都
市
」
で
あ
る
こ
と
を
こ
こ
に

宣
言
し
ま
す
。

核
兵
器
廃
絶
と

恒
久
平
和
都
市
宣
言

核
兵
器
廃
絶
と
恒
久
平
和
を
願
う

無料マッサージ

指
宿
市
建
築
物
耐
震
改
修
促
進
計
画（
案
）

原
案
に
ご
意
見
を
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Information情報掲示板

畑かん
東部 4工区
（地籍調査対象外）

畑かん
東部 4工区
（地籍調査対象外）

調査済区域

調査済区域

調査済区域

調査済区域
調査済区域

●

●

↑

●

●
温
湯
公
民
館

●
木
之
下
公
民
館

●

●

●北指宿中学校 二
反
田
川

●

●

●

●

国道２
２６号

指宿枕崎線

●揖宿神社

二
反
田
川

市道古賀
線

市
道
宮
久
保
線

市
道
北
町
通
り
線

●
五
郎
ヶ
岡
公
民
館

二月田公民館市営沖原団地

田口田
交差点

吹越簡易郵便局吹越簡易郵便局

魚見分団
車庫
魚見分団
車庫

魚見小学校

市営魚見団地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

指宿
警察署

指宿高校
第２
グラウンド

●二月田駅

指宿市役所指宿市役所

平成25年度　地籍調査区域図

調査区域

N

大字　西方・東方・十町の各一部

大字　十町の調査対象字
二反田、五反田、井樋

大字　西方の調査対象字
樋ノ口、坂瀬田、登立、島廻東、新原、萩原、萩原下、
馬渡前、馬渡西、萩原ノ上、稗田東、稗田、稗田南、島廻、
野元東、尾崎、野元前、野元、野元西、宗田
大字　東方の調査対象字
湯ノ迫、上木ノ下、前ノ園、湯ノ上、前上温湯、上温湯、
塩入中土手、二本枦ノ下、塩入野付、塩入道添、十八石、
塩入橋ノ本、五郎ヶ岡前、野付後、新原、上新原、萩原、
五郎ヶ岡西、五郎ヶ岡、五郎ヶ岡下、下北町、北町、上
北町、坂ノ下、又左衛門牟田、中原、北町西、馬渡、中
牟田、中ノ平、沖原、長鍋、丸尾、東野元、鍋迫、沖原南、
西鍋迫、西野元、南田口田、中田口田、田口田、胡摩附、
沖原西、長畠、吹越宇界、水溜西、馬庭、水溜、輪内

調査済区域

市営魚見団地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

地
籍
調
査
区
域
が
決
定

　
　

  
二
反
田
川
よ
り
北
側
で
国
道
２
２
６
号
と
市
道
古
賀
線
の
間
の
地
域

　
　

  
お
よ
び
温
湯
・
木
之
下
地
区
等
の
一
部
地
域

　

平
成
25
年
度
の
地
籍
調
査
区
域

が
、
二
反
田
川
よ
り
北
側
で
国
道

２
２
６
号
と
市
道
古
賀
線
の
間
の

地
域
と
、
温
湯
・
木
之
下
地
区
等

の
一
部
地
域
（
た
だ
し
、
畑
か
ん

区
域
は
除
く
）
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

地
籍
調
査
が
済
ん
で
い
な
い
区

域
の
地
図
は
、
明
治
時
代
に
作
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
必
ず
し

も
現
状
と
一
致
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
地
籍
調
査
で
は
、
土
地

所
有
者
や
代
理
人
の
立
会
い
の
も

と
、
土
地
一
筆
ご
と
に
お
け
る
所

有
者
や
地
番
、
地
目
、
境
界
、
面

積
を
正
確
に
調
査
・
測
量
し
て
い

き
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
登
記
所
に
送
付

さ
れ
、
登
記
簿
と
地
図
が
書
き
換

え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
土
地
所
有
者
や
代

理
人
、
地
籍
調
査
推
進
員
の
協
力

に
よ
り
、
調
査
は
順
調
に
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
地
籍
調
査
に
つ
い
て

も
円
滑
に
調
査
が
行
わ
れ
る
よ
う
、

区
域
内
に
お
け
る
土
地
所
有
者
の

皆
さ
ん
の
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

建
設
監
理
課
地
籍
調
査
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
４
３
）

20
％
を
支
給
し
ま
す
（
10
万
円
を

上
限
と
し
、
４
千
円
を
超
え
な
い

場
合
は
支
給
し
ま
せ
ん
）。

　

た
だ
し
、
受
講
前
に
申
請
が
必

要
で
す
。

■
支
給
要
件

○
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
か
、
ま
た
は
、
同
様
の

所
得
水
準
に
あ
る
こ
と

○
雇
用
保
険
法
に
よ
る
教
育
訓
練

給
付
の
受
給
資
格
を
有
し
て
い

な
い
こ
と

○
就
業
経
験
、
技
能
、
資
格
の
取

得
状
況
や
労
働
市
場
の
状
況
な

ど
か
ら
判
断
し
て
、
当
該
教
育

訓
練
が
適
職
に
就
く
た
め
に
必

要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

■
申
請
時
期

受
講
開
始
前
（
一
週
間
前
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。）

■
申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
戸
籍
謄
本
、
児
童
扶
養

手
当
証
書
な
ど　

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

○
地
域
福
祉
課
児
童
母
子
福
祉
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
７
３
）

○
山
川
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係

　

☎
34
１
１
１
４
（
内
線
１
１
８
）

○
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係

　

☎
32
３
１
１
１
（
内
線
１
３
５
）

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

介
護
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

８
月
29
日（
木
）13
時
30

分
〜
15
時

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ

■
参
加
料　

無
料

■
内
容　

介
護
と
お
薬
の
話
〜
お

薬
と
上
手
に
付
き
合
う
た
め
に
〜

■
講
師　

指
宿
市
薬
剤
師
会
会
員

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

８
月
26
日（
月
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
５
６
）

「
お
口
元
気
歯
ッ
ピ
ー
検
診
」
を

受
け
て
、
元
気
で
生
き
生
き

　

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
昨
年
度
に
75
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
た
人
を
対
象
に
、
口
腔
検

診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
検
診
期
間　

12
月
31
日（
火
）ま

で
■
対
象
者　

県
内
に
居
住
し
、
広

域
連
合
か
ら
受
診
券
な
ど
の
必

要
書
類
を
受
領
し
て
い
る
、
昭

和
12
年
４
月
１
日
か
ら
昭
和
13

年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
人

■
実
施
医
療
機
関　

最
寄
り
の
歯

科
医
療
機
関
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
市
内
す
べ
て
の
歯
科

医
療
機
関
で
予
約
を
受
け
付
け

ま
す
。

■
検
診
方
法　

広
域
連
合
が
対
象

者
に
送
付
す
る
「
受
診
券
」
を

受
け
取
り
、
直
接
実
施
歯
科
医

療
機
関
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
検
診
料　

無
料

■
検
診
内
容

①
問
診　

歯
周
疾
患
に
関
す
る
自

覚
症
状
等
の
有
無
を
聞
き
取
り

ま
す
。

②
口
腔
内
外
診
査　

歯
や
歯
周
組

織
等
口
腔
内
の
状
況
、
義
歯
の

適
合
の
状
況
に
つ
い
て
検
査
し

ま
す
。

③
口
腔
機
能
診
査　

ほ
お
の
膨
ら

ま
し
検
査
、
反
復
唾だ

液
テ
ス
ト
、

咀そ
し
ゃ
く嚼
力
検
査
等
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

事
務
局

　

☎
０
９
９-

２
０
６-

１
３
９
７

　

市
で
は
、
父
子
家
庭
の
父
、
母

子
家
庭
の
母
の
資
格
取
得
等
に
対

し
、
給
付
金
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
過
去
に
給
付
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
人
は
原
則
、
受
給
で

き
ま
せ
ん
。

　

看
護
師
、
介
護
福
祉
士
等
の
資

格
を
取
得
の
た
め
、
養
成
機
関
で

２
年
以
上
学
ぶ
人
に
対
し
、
一
定

期
間
に
わ
た
り
給
付
金
を
支
給
し

ま
す
。
給
付
を
希
望
す
る
人
は
、

事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
支
給
要
件

○
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
か
、
ま
た
は
、
同
様
の

所
得
水
準
に
あ
る
こ
と

○
仕
事
ま
た
は
育
児
と
、
修
業
の

両
立
が
困
難
で
あ
る
こ
と

○
養
成
機
関
に
お
い
て
２
年
以
上

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
業
し
、

対
象
資
格
の
取
得
が
見
込
ま
れ

る
こ
と

※
た
だ
し
、
通
信
教
育
は
対
象
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
対
象
資
格

　

看
護
師
、
保
育
士
、
作
業
療
法

士
、
介
護
福
祉
士
、
理
学
療
法

士
な
ど

■
支
給
額
（
月
額
）

○
非
課
税
世
帯

　

１
０
０
，０
０
０
円

○
課
税
世
帯

　

７
０
，５
０
０
円

■
支
給
期
間

申
請
が
あ
っ
た
月
以
降
の
期
間

（
上
限
２
年
）

※
こ
の
支
給
期
間
は
、
平
成
26
年

３
月
31
日
ま
で
に
修
業
を
開
始

し
て
い
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

■
申
請
時
期

　

学
校
等
で
学
び
始
め
た
日
以
降

■
申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
申
請
者
名
義
の
通
帳
、

戸
籍
謄と
う

本
、
児
童
扶
養
手
当
証

書
、
養
成
機
関
の
長
の
在
籍
証

明
書
類
な
ど

■
そ
の
他

申
請
の
あ
っ
た
日
の
属
す
る
月

以
降
、
毎
月
支
給
し
ま
す
。

　

父
子
家
庭
の
父
、
母
子
家
庭
の

母
が
、
雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓

練
給
付
の
指
定
教
育
訓
練
を
受
け

る
場
合
、
受
講
に
要
し
た
費
用
の

後
期
高
齢
者
の

口
腔
検
診

介
護
教
室

高
等
技
能
訓
練
促
進
費
等
事
業

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
事
業

各
種
資
格
取
得
を
支
援
し
ま
す

父
子
家
庭
の
父
・
母
子
家
庭
の
母

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
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Information情報掲示板

　

市
で
は
、
農
畜
産
物
の
６
次
産

業
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う

グ
ル
ー
プ
で
、
次
に
該
当
す
る
グ

ル
ー
プ
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

■
対
象
者　

市
内
に
居
住
す
る
農

業
者
で
構
成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ

で
、
農
作
物
を
活
用
し
た
新
た

な
特
産
品
開
発
、
ま
た
は
農
畜

産
物
の
販
売
拡
大
の
取
り
組
み

を
計
画
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

■
補
助
対
象
経
費　

計
画
達
成
に

向
け
た
研
修
に
要
す
る
交
通
費

■
補
助
金
額　

補
助
対
象
経
費
の

２
分
の
１
以
内
で
、
１
人
３
万

円
を
上
限
（
１
グ
ル
ー
プ
５
人

ま
で
補
助
）

■
申
請
方
法　

農
政
課
農
政
係
に

設
置
し
て
あ
る
「
市
補
助
金
交

付
申
請
書
」
と
「
起
業
計
画
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
申
請

書
等
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

http://w
w
w
.city.ibusuki.lg.jp

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
農
政
係
（
い
ぶ
す
き
農

業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
４
１
）

　

医
療
費
の
自
己
負
担
が
３
割
、

１
割
で
も
、
重
い
病
気
や
大
き
な

け
が
な
ど
で
、
長
期
入
院
が
必
要

と
な
る
場
合
に
は
医
療
費
の
総
額

が
増
え
る
と
、
自
己
負
担
の
金
額

も
増
加
し
ま
す
。

　

高
額
療
養
費
制
度
は
、
自
己
負

担
の
上
限
を
決
め
、
そ
れ
以
上
か

か
っ
た
金
額
は
保
険
料
（
税
金
）

な
ど
で
ま
か
な
う
こ
と
で
、
患
者

の
負
担
を
軽
減
す
る
仕
組
み
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
加

入
者
が
、
思
わ
ぬ
事
故
や
病
気
で

入
院
や
高
額
治
療
が
必
要
と
な
っ

た
と
き
に
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

や
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
を
申
請
し
て
お
け

ば
、
医
療
費
の
総
額
が
大
き
く
な

っ
て
も
、
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

の
支
払
い
で
済
み
ま
す
。

■
70
歳
未
満
の
人

所
得
区
分
が
課
税
世
帯
の
人
は

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
、

非
課
税
世
帯
の
人
は
「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

　

市
で
は
、
市
内
で
生
産
さ
れ
る

農
林
水
産
物
を
活
用
し
た
特
産
品

の
開
発
や
新
た
な
販
路
開
拓
等
へ

の
取
り
組
み
に
対
す
る
支
援
策
と

し
て
、
６
次
産
業
化
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
個
別
相
談
の
場
を
設

け
、
取
り
組
み
過
程
に
お
け
る
課

題
解
決
や
手
法
に
つ
い
て
も
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
す
。

■
日
時　

８
月
28
日（
水
）13
時
30

分
〜

■
場
所　

い
ぶ
す
き
農
業
支
援
セ

ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室

■
対
象

○
新
た
な
農
産
加
工
や
販
路
開
拓

に
関
心
の
あ
る
農
業
者
や
農
業

生
産
法
人

○
市
内
で
生
産
さ
れ
る
農
林
水
産

物
を
活
用
し
て
、
新
た
な
商
品

開
発
に
取
り
組
む
予
定
が
あ
る

人
○
農
家
民
泊
や
農
作
業
体
験
（
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
に
関

心
の
あ
る
人

人
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す

こ
と
で
入
院
時
に
か
か
っ
た
食

事
代
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。　

■
70
〜
74
歳
の
人

手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

は
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
を
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
70
歳
未
満
と
同
様

に
、
入
院
時
に
か
か
っ
た
食
事

代
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

○
保
険
証

○
印
鑑
（
認
印
可
）

■
認
定
証
の
年
次
更
新

す
で
に
認
定
証
を
持
っ
て
い
る

人
も
、
毎
年
更
新
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
更
新
は
、
８
月
１

日（
木
）か
ら
行
え
ま
す
。

　

な
お
認
定
証
の
交
付
は
、
事
前

に
国
保
窓
口
で
の
申
請
が
必
要
で

す
。
た
だ
し
、
保
険
税
を
滞
納
し

て
い
る
場
合
、
認
定
証
を
発
行
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
健
康
保
険
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
８
５
）

■
内
容

講
演
会

○
テ
ー
マ　

「
農
林
水
産
物
の
６

次
産
業
化
の
手
法
に
つ
い
て
」

・
農
産
物
の
高
付
加
価
値
化
の
手

　

法
・
特
産
品
開
発
の
手
法

・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
手
法
な
ど

○
講
師　

増
原
伸
一
氏
（
㈱
鹿
児

島
経
済
研
究
所
）

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

個
別
相
談

　

講
演
会
終
了
後
に
実
施
し
ま
す
。

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

８
月
15
日（
木
）

限
度
額
適
用
認
定
証
、
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

医
療
機
関
等
で
の
窓
口
負
担
を
軽
減
！

研
修
補
助
の
申
請
を
受
付
中

６
次
産
業
化
講
演
会

　
　
　
　
　
　
を
開
催

が
ん
ば
る
農
業
者
等
を
応
援
！ 

　

市
で
は
、
新
た
に
農
業
経
営
を

始
め
た
人
や
就
農
初
期
段
階
の
経

営
が
不
安
定
な
青
年
就
農
者
へ
の

支
援
事
業
と
し
て
、「
青
年
就
農
給

付
金
（
経
営
開
始
型
）」の
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
支
援
を
受
け
る
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
条
件
が
あ
り
、
場
合

に
よ
っ
て
は
対
象
に
な
ら
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
農

政
課
担
い
手
支
援
係
ま
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
給
付
資
格

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

○
就
農
時
、
原
則
45
歳
未
満
で
、

独
立
・
自
営
就
農
し
、
農
業
経

営
者
と
し
て
の
強
い
意
欲
を
有

し
て
い
る
こ
と

○
耕
作
す
る
農
地
の
う
ち
、
半
分

以
上
が
本
人
所
有
の
農
地
で
あ

　

市
で
は
、
農
業
後
継
者
の
有
能

な
人
材
育
成
と
そ
の
確
保
を
目
的

に
、
就
農
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
す

る
人
で
、
平
成
20
年
４
月
１
日

以
降
に
専
業
と
し
て
新
規
就
農

し
、
就
農
時
40
歳
以
下
の
人

■
奨
励
金
額　

５
０
，０
０
０
円

■
申
請
方
法　

就
農
１
年
経
過
後

に
、
農
政
課
に
設
置
し
て
あ
る

「
農
業
後
継
者
就
農
奨
励
金
交

付
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
審
査　

審
査
会
の
審
査
に
よ
り

決
定

■
交
付
日　

い
ぶ
す
き
産
業
ま
つ

り
会
場
で
交
付

■
募
集
期
間　

10
月
31
日（
木
）ま

で
※
申
請
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
担
い
手
支
援
係
（
い
ぶ

す
き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
４
）

る
こ
と
、
も
し
く
は
親
族
（
３

親
等
）
以
外
と
の
利
用
権
設
定

の
土
地
で
あ
る
こ
と

○
主
要
な
農
業
機
械
や
施
設
を
本

人
が
所
有
し
て
い
る
こ
と
、
ま

た
は
本
人
が
借
り
て
い
る
こ
と

○
経
営
開
始
は
、
平
成
21
年
４
月

以
降
で
あ
る
こ
と

○
生
産
物
・
生
産
資
材
等
は
本
人

名
義
で
出
荷
、
取
引
し
、
経
営

収
支
も
本
人
名
義
の
通
帳
お
よ

び
帳
簿
で
管
理
し
て
い
る
こ
と

○
５
年
後
ま
で
に
農
業
で
生
計
が

成
り
立
つ
計
画
を
立
て
ら
れ
る

こ
と

○
前
年
の
所
得
は
、
２
５
０
万
円

未
満
で
あ
る
こ
と

○
生
活
費
の
確
保
を
目
的
と
し
た

国
の
他
の
事
業
に
よ
る
給
付
を

受
け
て
い
な
い
こ
と

■
給
付
額　

年
間
１
５
０
万
円

　

（
最
長
５
年
間
）

　

小
田
墓
地
公
苑
で
は
、
お
盆
の

混
雑
を
避
け
る
た
め
、
交
通
規
制

を
行
い
ま
す
。
案
内
看
板
の
指
示

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
臨

時
駐
車
場
も
あ
り
ま
す
の
で
、
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
公
苑
内
や
臨
時
駐
車
場

内
で
の
事
故
な
ど
に
つ
い
て
、
市

で
は
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

■
規
制
期
間

　

８
月
13
日（
火
）〜
15
日（
木
）

使
用
者
の
変
更
手
続
き

　

小
田
墓
地
公
苑
を
使
用
し
て
い

る
人
で
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
変

更
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
墓
地
を
使
用
し
て
い
る
人
が
亡

く
な
っ
た
と
き

○
墓
地
を
他
の
親
族
に
譲
る
と
き

○
墓
を
建
て
直
す
と
き

○
墓
が
不
要
に
な
っ
た
と
き

○
遺
骨
を
納
骨
堂
な
ど
に
移
す
と

き
※
小
田
墓
地
公
苑
以
外
の
墓
地
や

納
骨
堂
を
使
用
し
て
い
る
人
に

つ
い
て
も
、
遺
骨
を
移
す
と
き

は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
生
活
衛
生
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
４
）

小
田
墓
地
公
苑

お
盆
の
交
通
規
制

P P

P

P

P

P

時遊館ＣＯＣＣＯはしむれ

タイヤショップまさる

公園 指　宿
図書館

至鹿児島
国道226号

至山川

片
野
田
建
設

南
九
州
酒
販

浄
敬
会
館

もゆき

千
手
観
音

小
田
墓
地
公
苑

…… 進入禁止

…… 駐車禁止

…… 一方通行

…… 駐 車 場

A

D

C

BB

お盆の交通規制・臨時駐車場
臨時駐車場　（17時から使用可）
Ａ　浄敬会館（会館使用時は除く）
Ｂ　時遊館COCCOはしむれ
Ｃ　駅西１号公園前空地
Ｄ　指宿図書館

農
業
後
継
者
就
農
奨
励
金

青
年
就
農
給
付
金
・

農
業
後
継
者
就
農
奨
励
金

継
続
可
能
な
力
強
い
農
業
の
実
現
の
た
め
に

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

青
年
就
農
給
付
金
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◎
指
宿
図
書
館 

☎
㉓
2
8
2
7

◎
山
川
図
書
館 

☎
35
3
3
0
0

◎
本
の
ひ
ろ
ば

　
　
　

月
、
フ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

　
　
　

ル
を
見
に
行
き
ま
し
た
。

２
年
ぶ
り
だ
っ
た
の
で
す
が
、
子

ど
も
た
ち
も
良
く
練
習
し
て
い
て
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

来
年
も
ぜ
ひ
見
に
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
58
歳　

ツ
ル
）

　
　
　

年
で
10
回
目
を
迎
え
た
フ

　
　
　

ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。

　

南
国
指
宿
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン

ト
に
、
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
出

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

先
月
号
で
も
イ
ベ
ン
ト
の
様
子

を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ

紹
介
し
き
れ
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
、
来
年
は
会
場
で
雰
囲
気
を

味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

事
に
子
育
て
、
家
事
…
。

　
　
　

毎
日
が
ア
ッ
と
い
う
間
に

過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。
子
ど
も
が

小
学
生
と
幼
稚
園
児
な
の
で
行
事

も
多
い
で
す
。

　

ゆ
っ
く
り
休
み
た
ー
い
！
で
も

若
さ
で
が
ん
ば
っ
! !

　
　
　
　
　
　

（
38
歳　

ア
ウ
）

　
　
　

張
り
ま
し
ょ
う
！
子
育
て

　
　
　

世
代
の
皆
さ
ん
。
市
も
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
応
援
し
ま
す
。
夏

休
み
に
入
り
、
子
ど
も
た
ち
の
世

話
も
３
割
り
増
し
ぐ
ら
い
、
手
が

掛
か
っ
て
い
る
の
で
は
？

　
　
　

民
館
で
ラ
ジ
オ
体
操
を
始

　
　
　

め
て
か
ら
、
健
幸
マ
イ
レ

ー
ジ
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。　

（
66
歳　

さ
く
ら
）

　
　
　

幸
マ
イ
レ
ー
ジ
の
取
り
組

　
　
　

み
は
と
て
も
良
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
元
気
度
ア

ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
事
業
も
良
い
で
す

ね
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
受
け

入
れ
を
老
人
ホ
ー
ム
だ
け
で
な
く
、

学
童
保
育
な
ど
に
も
広
げ
て
ほ
し

い
で
す
。
（
61
歳　

ア
ロ
ッ
ク
）

　
　
　

幸
マ
イ
レ
ー
ジ
制
度
は
、

　
　
　

運
動
を
始
め
る
き
っ
か
け

づ
く
り
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
つ

な
が
り
を
深
め
る
効
果
も
あ
り
ま

す
。
家
族
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
楽

し
み
な
が
ら
参
加
し
て
、
心
も
体

も
健
幸
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
元
気
度
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン

ト
事
業
も
面
白
そ
う
で
す
ね
。
若

い
世
代
と
の
交
流
が
で
き
れ
ば
、

も
っ
と
元
気
な
高
齢
者
が
増
え
そ

う
で
す
。

　
　
　

Ｒ
指
宿
駅
か
ら
摺
ヶ
浜
ま

　
　
　

で
の
商
店
街
。
昔
は
一
番

に
ぎ
や
か
な
所
だ
っ
た
の
が
嘘う
そ

の

よ
う
で
す
。
何
か
良
い
案
は
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　

（
62
歳　

女
性
）

　
　
　

イ
デ
ア
ひ
と
つ
で
街
は
変

　
　
　

わ
れ
ま
す
。
み
ん
な
で
知

恵
を
出
し
合
っ
て
活
性
化
に
つ
な

げ
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

宿
の
特
産
品
オ
ク
ラ
の
収

　
　
　

穫
で
大
忙
し
の
毎
日
で
す
。

雨
が
続
き
湿
気
が
増
す
と
さ
ま
ざ

ま
な
病
気
で
悩
ま
さ
れ
ま
す
。
そ

こ
で
登
場
す
る
の
が
「
米
ぬ
か
」

で
す
。
米
ぬ
か
を
ま
く
と
、
農
薬

散
布
の
回
数
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
よ
。
お
試
し
あ
れ
！

　
　

（
57
歳　

ハ
ピ
ネ
ス
マ
マ
）

　
　
　

ぬ
か
を
利
用
す
る
と
は
、

　
　
　

ま
さ
に
農
家
な
ら
で
は
の

知
恵
で
す
ね
。
オ
ク
ラ
は
家
庭
菜

園
と
し
て
も
手
軽
に
始
め
ら
れ
る

野
菜
で
す
。
皆
さ
ん
も
参
考
に
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
だ
ま
だ
猛
暑
が
続
き
ま
す
。

夏
バ
テ
防
止
や
整
腸
作
用
に
も
効

果
が
あ
る
オ
ク
ラ
を
食
べ
て
、
元

気
に
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

月
に
行
わ
れ
た
弓
道
の
大

　
　
　

会
で
、
指
宿
チ
ー
ム
の
女

子
団
体
が
優
勝
し
ま
し
た
。
３
年

ぶ
り
の
悲
願
達
成
に
感
動
で
す
。

　
　
　
　
　
　

（
81
歳　

男
性
）

　
　
　

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　

惜
し
ま
ぬ
努
力
の
成
果
が

実
を
結
ん
だ
の
で
す
ね
。

　

凛
と
し
た
袴は

か
ま姿
が
と
て
も
誇
ら

し
く
印
象
的
で
す
。

先

Ｊ指

５

公健

今

健 頑

ア

お 米

ここは市民の集いの場。
広報紙お知らせ版のクイズに
応募いただいた意見を掲載し
ています。

仕

湯
い

豊
ぶ

宿
す き

茶屋
寄ってらっしゃい８月の図書館カレンダー

アイスドリンク＆
フローズンドリンク
旭屋出版

 図書館からのお知らせ
第２回図書館講座…………………………………
■日時　８月17日（土）　14：00～15：30
　（受付13：30～）
■場所　山川図書館２階学習室
■内容　うちわでパネルシアター「さるかに」
■講師　山川「おはなしぶらんこの会」の皆さん
■対象　誰でも参加できます。
■定員　30人
■持ってくるもの　はさみ、クレヨン、うちわ
※事前の申し込みが必要です。電話か山川図書
館窓口で申し込んでください。
「よるのおはなし会」を開催……………………
　 指宿図書館では、次の日程で「よるのおはな
し会」を開催します。
■日時　８月23日（金）　19：30～
■場所　指宿図書館絵本コーナー 
※おはなし会終了後、館外で「星空観察会」を
行います（21：00終了予定）。
※事前の申し込みは不要です。

献本　次の方から献本がありました。
　　　水流　郁郎　さん

今 月 の お す す め

気象学　天気は友だち！
ダン・グリーン（文）
サイモン・バシャー（絵）
藤田　千枝（訳）
玉川大学出版部

一般図書（指宿図書館） 児童図書（山川図書館）

８
月
の
広
報
ご
よ
み

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

携帯サイト

携帯電話用アドレス
https://www.ibusuki-lib.
jp/mobile/index.do

携帯電話から、図書
館の資料の検索や予
約をしたり、貸出・
予約状況を見ること
ができます。

日

行　

事　

な　

ど

1
木

2
金
み
ん
な
で
語
ろ
会（
山
川
図
書
館
）

3
土
と
う
ろ
う
の
夕
べ（
〜
18
日
）

い
ぶ
す
き
サ
イ
エ
ン
ス
俱
楽
部
学
習・観
察
会

4
日

5
月

6
火

7
水
ア
ロ
ハ
献
血（
〜
９
日
）

8
木
障
害
者
就
業・生
活
支
援
の
巡
回
相
談

9
金
み
ん
な
で
語
ろ
会（
柳
田
校
区
公
民
館
）

10
土
異
文
化
体
験（
韓
国
料
理
）講
座

11
日
い
ぶ
す
き
シ
ル
バ
ー
美
術
展（
〜
25
日
）

12
月
開
聞
そ
う
め
ん
夏
祭
り

ス
タ
ー・ウ
ォッ
チ
ン
グ

13
火
中・高
生
ふ
る
さ
と
の
集
い

14
水

15
木

16
金

17
土
土
器
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ（
１
日
目
）

18
日

映
画「
太
平
次
旅
立
ち
」上
映
会

九
州
オ
ル
レ
霧
島
妙
見
ウ
オ
ー
ク

健
幸
ふ
れ
あ
い
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
販
売
日

19
月
み
ん
な
で
語
ろ
会（
今
和
泉
校
区
公
民
館
）

20
火

21
水

22
木
障
害
者
就
業・生
活
支
援
の
巡
回
相
談

移
動
年
金
相
談

県
行
政
書
士
会
無
料
相
談
会

23
金
無
料
マッ
サ
ー
ジ

み
ん
な
で
語
ろ
会（
丹
波
校
区
公
民
館
）

24
土

25
日
南
指
宿
中
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

26
月

27
火
土
器
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ（
２
日
目
）

い
ぶ
す
き
シ
ル
バ
ー
美
術
展
巡
回
展（
〜
９
月
16
日
）

28
水
６
次
産
業
化
講
演
会

29
木
介
護
教
室

家
族
支
援
の
会

30
金

31
土
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

【内容】
　人気カフェのレシピをまとめた１冊。暑い夏でも見た目
に涼やかな炭酸ドリンクやひんやり冷たいフローズンド
リンク、きなこや黒みつなど和風の材料を使ったドリンク
などを紹介。おしゃれな飲み物を自宅で楽しめます。

【内容】
　「雲」ってなあに？「天気予報」ってなあに？な
ど知っていそうで知らない気象の事をイラストキャ
ラクターが分かりやすく説明しています。気象の事
を知ることで、毎日のお天気が楽しくなりますよ。

休館日
えほんのひろば（指宿図書館）………10：30～11：15
演じ手：槌橋保育園の先生方

七夕飾りつけ（指宿図書館）…………10：30～11：00
七夕飾り作り・飾りつけ（山川図書館）…10：30～12：00
ふれあい映画会（山川図書館）………14：00～14：30
ボランティアおはなし会（山川図書館）…14：30～15：00
演じ手：山川図書館職員

ビデオアニメ館（指宿図書館）………14：00～15：00
第２回図書館講座（山川図書館）……14：00～15：30
おはなしのとびら（指宿図書館） ……10：30～11：15
演じ手：いぶすきサイエンス倶楽部の皆さん

よるのおはなし会・星空観察会（指宿図書館） …19：30～21：00
演じ手：図書館職員・COCCOはしむれ学芸員

月曜

火曜

10日

10日

10日
７日

７日

17日

18日

23日

曜
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指
宿
地
域

松
山　

ら
ら　

道
下
上　

大　

輔

ま
な
み

池
水　

虹に
い
る射　

道
下
上　

哲　

也

美
由
紀

川
邉　

琉る
き
あ愛　

道
下
東　

紀　

章

直　

美

堀
之
内　

竜り
ゅ
う　

大
園
原　
　

立　

　

唯

山
口　

眞ま
ひ
ろ弘　

宮
ヶ
浜　

則　

仁

愛　

子

元
脇　

裕ゆ
う
た太　

温　

湯　
　

充　
美　

貴

今
奈
良
芽め

い生　

温　

湯　

幸　

二

広　

恵

伊
集
院
慶け
い
た太　
五
郎
ヶ
岡　

万　

人

沙　

織

中
村　

叶か
な
と翔　
弥
次
ヶ
湯　

拓　

哉

亜
里
沙

大
迫　

夏な
つ
き葵　

柳　

田　

謙　

治

ユ　

カ

新
留　

陽ひ

な菜　

湯
之
里　

雄　

斗

愛　

弓

下
地
頭
所
心こ

は
る花　
大
牟
礼
東　

裕　

二

美　

幸

内
村　

心み
の
り保

※　

潟　

口　

文　

彦

ゆ
か
り

祝
迫　

陽ひ
い
ろ彩

※　

湊　

中　

博　

人

由
香
里

幸
野　

賢け
ん
た太　
摺
ヶ
浜
中　

洋　

一

美　

穂

鶴
田　

結ゆ

い彩
※　

渡　

瀬　

重　

孝

理　

穂

黒
岩　

遼は
る
と翔　

渡　

瀬　

大　

夢

千　

佳

山
川
地
域

東　
　

夏な
つ
み美

※　

谷
村
上　

大　

悟

美
佐
子

中
野　

凜り
ん
た大

※　

上　

出　

翔　

太

久　

江

馬
場
千ち

な

み
菜
美　
　

西　
　

久　

志

千　

春

前
畠
心み

か

さ
花
咲
※　

東　

下　

一　

彦

祥　

子

市
外

宮
路　

陽ひ
い
ろ彩　
鹿
児
島
市　

裕　

作

恵
理
子

三
艆
丸
友と
も
み美　
神
奈
川
県

川
崎
市　

尚　

知

ひ
と
み

南　
　

奏そ

ら音
※　

愛
知
県

東
郷
町　

達　

郎

良　

子

澤
田　

佳か

ほ歩
※　

福
岡
県

北
九
州
市　

卓　

誠

奈
津
紀

上
床　

和わ

く玖
※　

愛
知
県

豊
田
市　

和　

彦

加　

奈

指
宿
地
域

中　

野　

邦　

徳　

72　

小
牧
西

松　

﨑　

フ　

ヂ　

78　

潟　

山

宮　

田　

清　

則　

89　
摺
ヶ
浜
北

吉　

冨　
ユ
キ
マ
ツ　

95　
五
郎
ヶ
岡

永　

谷　

秋　

彦　

91　

細
田
西

有　

里　

チ　

ヤ　

93　

中
小
路

前　

田　

ト
ラ
ヱ　

86　

北
十
町

湯
之
上　
　
　

忠　

95　

北
十
町

石　

口　

ユ
キ
ヱ　

88　

尾　

掛

安　

田　

征　

途　

68　

湯
之
里

濵　

迫　

隆　

誠　

17　

二
月
田

井　

上　

弘　

司　

16　

宮
ヶ
浜

田　

川　

ミ　

ツ　

101　

浜　

西

山　

下　

玲　

子　

84　

大
園
原

山　

下　

貞　

雄　

81　

高
野
原

川　

原　

英　

子　

87　

柳　

田

福　

岡　

隆　

雄　

75　

迫　

北

福　

留　

フ　

ミ　

99　
弥
次
ヶ
湯

上
敷
領　
　
　

惠　

64　

二
月
田

木　

野　

キ　

ヨ　

94　

瀬　

崎

坂　

下　

良　

夫　

82　

北
十
町

前
之
園　

ト　

ミ　

96　

高
野
原

下
西
ノ
園　

キ
ク　

104　

玉　

利

山
川
地
域

東　
　
　

武　

雄　

88　

森
松
西

浮　

津　

フ
ヂ
子　

78　

谷
村
上

福　

永　

ツ
ル
ヱ　

91　

前
薗
上

桑　

鶴　

和　

子　

85　
　

迫

松　

木　

オ
ワ
リ　

85　

徳
光
苑

山　

中　

幹　

夫　

72　

山　

神

木　

下　

喜　

八　

86　

尾　

下

南　
　
　

ト　

エ　

102　

天
神
下

上　

瀨　

オ
シ
ケ　

97　

井
手
下

新　

村　

武　

則　

72　

小
川
西

鶴　

窪　

時　

則　

80　
　

迫

鶴　

窪　

廣　

二　

79　
　

春

東　
　
　

道　

男　

79　
町
２
区
東

開
聞
地
域

濵　

﨑　

ナ　

ル　

95　

西
開
聞

福　

永　

ク
サ
子　

91　

玉　

井

冨　

永　
　
　

秋　

76　

下　

吉

瀨　

平　
　
　

等　

80　
　

脇

福　

留　

義　

滿　

86　

苙　

口

田　

中　

ト　

ヨ　

87　

田　

中

市
外

松　

元　

泰　

裕　

65　
鹿
児
島
市

誕
生
う
ぶ
ご
え

（
※
印
は
左
ペ
ー
ジ
に
写
真
掲
載
）

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

追
悼
お
く
や
み

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

　

次
の
方
々
が
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

○
迫
北
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
寄
金

○
ア
ジ
ア
ン
プ
ロ
レ
ス
リ
ン
グ

　
　
　
　
　
　

代
表　

畠
中
浩
旭

○
開
聞
富
士
舞
踊
協
会

篤
　
　
　
志

※
遺
族
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
に

代
え
て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
届
け

出
時
に
、
市
民
協
働
課
、
山
川
・

開
聞
各
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
で

申
し
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
他
市
町
村
で
届
け
出
し
た
人
で

も
、
希
望
が
あ
れ
ば
掲
載
し
ま
す

の
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。（
敬
称

略
）

６
月
30
日
ま
で
の
受
付
分

一
般
寄
付

笑顔いっぱい♪優しい
女の子に育ってね♡

祝迫　陽
ひい ろ

彩ちゃん
心保のおかげで賑やか
になったよ。ありがと

内村　心
みのり

保ちゃん

自分なりの人生をゆっ
くりしっかり歩んでね

すくすく、大きく育っ
てネ！

澤田　佳
か ほ

歩ちゃん

上床　和
わ く

玖ちゃん

兄妹仲良く、明るく元
気に育ってね！

鶴田　結
ゆ い

彩ちゃん

じ ま ん

～子どもはまちの宝です～

いつまでも仲良し姉弟
でいてね♡

すくすく、元気に育っ
てね。

中野　凜
りん た

大ちゃん 東　夏
なつ み

美ちゃん
思いやりのある優しい
子に育ってね！

元気に大きく育ってね
南　奏

そ ら

音ちゃん 前畠心
み か さ

花咲ちゃん

緑、いつまでもかわい
い笑顔でいてね

元気にすくすく育って
ね

かわいい姫に育ってね
♡♡

元気で明るく優しい子
に育ってね～♪

松原　緑
みどり

ちゃん片野田陽
ひま り

葵ちゃん 帖地　希
き さ

紗ちゃん 上吹越美
みれ い

怜ちゃん
【福岡市】【北九州市】 【奈良県生駒市】 【下里】

男
女
共
同
参
画
社
会
シ
リ
ー
ズ

　

男
女
共
同
参
画
と
聞
く
と
、
多

く
の
人
が
「
そ
れ
は
女
性
の
た
め

の
も
の
」
と
感
じ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
男
性
に
と
っ
て
も
重
要

な
問
題
で
す
。

　

例
え
ば
、
こ
ん
な
経
験
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

○
職
場
の
人
か
ら
「
奥
さ
ん
が
い

る
の
に
何
で
君
が
」
と
言
わ
れ
、

育
児
休
暇
が
取
れ
な
か
っ
た

○
「
男
性
は
弱
音
を
吐
く
べ
き
で

　

は
な
い
」
と
の
思
い
か
ら
、
悩

み
事
を
誰
に
も
相
談
で
き
な
い

　
「
男
性
は
仕
事
・
女
性
は
家
庭
」

の
よ
う
に
、
性
別
を
理
由
に
役
割

を
固
定
的
に
分
け
る
考
え
方
を
「
固

定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
」
と
言

い
ま
す
。

　

女
性
は
、
性
別
に
よ
っ
て
社
会

進
出
を
阻
ま
れ
て
き
た
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
が
、
男
性
も
性
別
に
よ

っ
て
役
割
の
固
定
化
を
受
け
て
き

た
と
も
い
え
ま
す
。

　

個
人
の
人
権
を
尊
重
し
て
、
男

女
共
に
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
築

い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

男
性
相
談
室
の
案
内

■
相
談
日　

毎
月
第
２
土
曜
日　

　

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

■
場
所　

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
相
談
室

■
相
談
方
法　

電
話
・
面
接
（
要

予
約
）

　

☎
０
９
９-

２
２
１-

６
６
３
０

問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
推
進
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

男
性
に
と
っ
て
も
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」といった考え方について

■賛成　■どちらかといえば賛成　■わからない　■どちらかといえば反対　■反対

S54

（％）

H24

H24
男性

H24
女性

「男女共同参画社会に関する世論調査」から

31.8 40.8 7.1 16.1 4.3

12.9 38.7 3.3 27.9 17.2

13.3 41.8 3.8 25.2 15.8

12.4 36.0 2.8 30.4 18.4

H24男女別

応募・問い合わせ先　市長公室広報統計係　☎㉒2111（内線172）
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分かりやすい医療の話
Medical Lecture

今 月のドクター
指宿医師会　木之下　藤郎

Doctor

温水洗浄便座は優しく使って

　

「
ト
イ
レ
の
神
様
」
と
い
う
歌
が

数
年
前
に
は
や
り
ま
し
た
が
、
確
か

に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
「
べ
っ
ぴ
ん

さ
ん
に
な
れ
る
ん
や
で
～
」
と
諭
さ

れ
な
け
れ
ば
、
40
年
前
の
ト
イ
レ
掃

除
は
苦
難
そ
の
も
の
で
し
た
。

　

そ
れ
が
、
排
便
後
に
優
し
く
肛
門

を
洗
っ
て
く
れ
る
温
水
洗
浄
便
座
の

登
場
で
、
日
本
の
ト
イ
レ
の
環
境
は

劇
的
に
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
下

水
道
が
整
備
さ
れ
た
お
か
げ
で
も
あ

り
ま
す
。

　

家
電
量
販
店
で
は
、
一
般
の
家
電

と
同
じ
よ
う
に
、
お
し
ゃ
れ
な
感
じ

で
ト
イ
レ
も
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

肛
門
に
、
痛
み
を
伴
う
切
れ
痔
や

痔じ
か
く核
を
抱
え
て
い
る
人
々
に
と
っ
て
、

排
便
は
恐
怖
な
の
で
す
。「
う
ん
こ
、

出
な
け
れ
ば
い
い
の
に
︙
」
そ
う
い

う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
が
、
排
便
後
に
優
し
く
洗
っ

て
く
れ
る
温
水
洗
浄
便
座
の
お
か
げ

で
、
肛
門
の
清
潔
を
保
ち
、
痛
み
の

軽
減
に
大
き
な
貢
献
を
果
た
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
清
潔
好
き
な
日
本
人
は
、

強
い
水
流
で
し
つ
こ
く
肛
門
を
洗
い

過
ぎ
る
こ
と
に
よ
っ
て
弊
害
も
で
て

い
る
の
で
す
。

　

肛
門
の
周
囲
は
、
皮
膚
常
在
菌
に

よ
り
弱
酸
性
に
保
た
れ
、
雑
菌
に
よ

る
感
染
を
防
い
で
い
ま
す
。
こ
の
皮

膚
常
在
菌
を
、
あ
ま
り
丁
寧
に
洗
い

流
す
と
、
皮
膚
は
中
性
か
ら
弱
ア
ル

カ
リ
性
に
な
り
、
雑
菌
が
繁
殖
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
お
風
呂
で
垢
す
り

タ
オ
ル
な
ど
硬
い
繊
維
で
体
を
ゴ
シ

ゴ
シ
洗
い
過
ぎ
た
ば
か
り
に
、
背
中

一
面
に
皮
膚
炎
を
起
こ
す
の
と
一
緒

で
す
。「
お
尻
が
痛
痒か
ゆ

く
て
︙
。」と
来

院
す
る
人
は
、
肛
門
の
洗
い
過
ぎ
が

原
因
の
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。
ま

た
、
洗
浄
後
、
肛
門
周
囲
の
水
分
を

拭
き
取
ら
な
い
と
、
真
菌
や
カ
ビ
が

感
染
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

　

皮
膚
の
話
に
な
り
ま
し
た
が
、
日

本
の
蒸
し
暑
い
夏
。
こ
の
気
候
は
、

欧
米
人
に
比
べ
て
日
本
人
の
皮
膚
が

ん
が
少
な
い
こ
と
に
寄
与
し
て
い
ま

す
。

　

ベ
ト
ベ
ト
お
肌
。
こ
れ
は
、
酸
外が
い

套と
う

（
酸
の
マ
ン
ト
）
と
も
言
わ
れ
、

日
光
の
紫
外
線
か
ら
お
肌
を
守
っ
て

く
れ
ま
す
。
お
肌
ピ
チ
ピ
チ
の
若
い

人
は
、
ゴ
シ
ゴ
シ
体
を
洗
う
こ
と
も

必
要
で
す
が
、
お
肌
の
曲
が
り
角
を

過
ぎ
た
私
の
年
齢
（
49
歳
）
よ
り
上

の
人
は
、
柔
ら
か
い
タ
オ
ル
で
優
し

く
お
肌
を
洗
う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
何
事
も
ほ
ど
ほ
ど
が
よ
ろ
し
い

よ
う
で
す
。

　

暑
い
夏
。
冷
た
い
飲
み
物
が
お
い

し
い
季
節
で
す
。
し
か
し
、
お
腹
を

冷
や
し
過
ぎ
る
と
、
下
痢
や
便
秘
の

原
因
に
な
り
、
排
便
の
ト
ラ
ブ
ル
は

肛
門
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

お
尻
の
治
療
は
お
口
か
ら
。
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
食
生
活
で
、
規
則
的
な

排
便
習
慣
を
身
に
付
け
、
薬
に
頼
ら

な
い
体
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

さ
あ
、
今
日
も
快
食
快
便
で
す
。
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